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皆さんと共に歩んで
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農
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紙
面
を
彩
っ
た

懐
か
し
の
連
載
コ
ー
ナ
ー

■
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
人　

平
成
17
年
10
月

（
№
２
）～
24
年
４
月（
№
１
４
８
）　
今
活

躍
し
て
い
る
人
に
焦
点
を
当
て
た
企
画
。

■
ま
ち
の
企
業
探
検
隊　
平
成
22
年
1
月

（
№
97
）～
25
年
３
月（
№
１
６
９
）　
全
38

  �
 刊号
 005

 �����

�����������

 ������������������

����������
����

���������

����
����

������������
��

�
�

��

������������

����  �������

 ����� ����������� �

����������������� �

��������� ������� �

���������������� �

���������������� ��

��������� ������� ��

提
供
し
て
く
れ
た
り
「
忙
し
い
」「
恥
ず

か
し
い
」と
言
い
な
が
ら
も
取
材
に
応

じ
て
く
れ
た
り
と
、
皆
さ
ん
の
協
力
が

な
け
れ
ば
紙
面
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
皆
さ
ん
の
手
に
届
く
ま
で

に
は
、
各
地
区
で
配
布
し
て
く
れ
る
行

政
連
絡
員
や
班
長
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
改
め
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
に
感
謝
し
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
協
働
の
た
め
に

　
「
P
u
b
l
i
c 
R
e
l
a
t
i
o
n
s

＝
大
衆
・
公
衆
と
の
関
係
」の
日
本
語
訳

が「
広
報
」で
す
。
す
な
わ
ち
市
の
広
報

は
、
市
民
と
行
政
が
よ
り
よ
い
関
係
を

築
い
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。
よ
り

よ
い
関
係
と
は
、
行
政
か
ら
市
民
へ
伝

え
る
一
方
向
で
は
な
く
、
双
方
向
の
必

要
が
あ
り
ま
す
。
市
民
と
行
政
が
協
働

で
取
り
組
む
時
代
で
あ
る
現
在
、
広
報

紙
は
市
民
へ
情
報
を
伝
え
る
の
み
な
ら

ず
、
情
報
を
収
集
し
、
市
政
へ
の
関
心

を
高
め
、
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

市
の
歴
史
を
記
録
す
る
貴
重
な
資
料

と
し
て
、
皆
さ
ん
の
興
味
や
関
心
に
耳

を
傾
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
取
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
我
が
ま
ち
に

誇
り
を
持
ち
、
ま
す
ま
す
八
幡
平
市
を

好
き
に
な
る
よ
う
、
ま
ち
の
魅
力
や
頑

張
っ
て
い
る
市
民
の
姿
の
み
な
ら
ず
、

市
の
課
題
も
紙
面
に
取
り
上
げ
、
市
民

と
行
政
を
つ
な
ぐ
広
報
作
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

小
さ
な
情
報
で
も
、
ど
ん
な
意
見
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
声
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。
八
幡
平
市
の
今
を
紙

面
に
写
し
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
、
八

幡
平
市
の
歴
史
を
広
報
は
ち
ま
ん
た
い

に
刻
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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▲ 2006ジュニアサマージャ
ンプNAGANOシリーズで２
連勝を飾った、当時小学６年
生の小林諭果選手（№ 23）
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▲1回目は培養土の製造販売
を行う三研ソイル㈱。同社相
撲部も実業団の大会で上位
成績を残しています（№ 97）

 広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

 
成
２
２
年
１
２
月
２
日
発
行
（
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
発
行
）

〒
０
２
８
-７
１
９
２
岩
手
県
八
幡
 
市
大
更
３
５
-６
２

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.hachimantai.lg.jp/

 広報はちまんたい１２月２日号（No.１１７）の印刷経費は１部６１.９５円（税込み）です。経費の一部は広告料

で賄われています。広告掲載【本号】については、 岩手広告社（０１９-６２３-３７７７）まで。

 
e
c.2
0
1
0
N
o
.1
1
7

 幡平いにしえの宝
（市内にある指定文化財を紹介します）

■
発
行
岩
手
県
八
幡
 
市
■
編
集
企
画
総
務
部
総
務
課

 
0
1
9
5
-
7
6
-
2
1
1
1

0
1
9
5
-
7
5
-
0
4
6
9

■
印
刷
川
嶋
印
刷
株
式
会
社

 紙を配合した再生紙

を使用しています

 報

 が日本に伝えられたのは、西 554年。朝鮮半島の百済から渡来した 博士が伝えた

と言われています。この は、月の満ち欠けを元に作成した「太陰太陽 」でいわゆる

「旧 」や「陰 」と呼ばれている です。江戸時代中期に冷害や凶作の被害を受けやす

い田山の地で「田山 」は誕生しました。

最初は手書きでしたが、干支や農具、植物を彫りこんだスタンプ状の木活版木を一枚の

紙に一つ一つ押して、読み書きのできない人たちにも年中行事や農業経営の目安となれば

と発案者の思いが伝わってきます。江戸時代の紀行家やシーボルトもこの を「珍しきも

の」として江戸市中はもとよりヨーロッパまで紹介しています。明治６年（1873）に明治政

府は、太陽 を採用したことで旧 は終わりを告げたと思われましたが、近年、明治９年

の田山 が発見されました。時代が変わっても、版元善八の思いは伝わっていたようです。
≪参考文献≫南部絵 （岩手県立博物館1983年）、だんぶり（八幡秀男著）

 在 地：下モ川原４４番地

指定年月日：昭和５７年３月２３日（県指定）

 山暦木活版木
 やまごよみもっ かつ はん ぎ

 �������

▲農作業時期の目安と
した田山暦の木活版木
※現代のスタンプ（№
117）

 健のひろば
  内線1151市市民部保健課

介護のココロ
  内線1184市地域包括支援センター

 8 o.107◎２０１０．７．１

環境のみらい
  内線1137市市民部市民課

 
雨
の
時
期
か
ら
夏
に
か
け
て

は
、
食
中
毒
に
注
意
が
必
要
な
季

節
で
す
。
気
温
・
湿
度
と
も
に
高

い
こ
の
時
期
は
、
食
中
毒
の
原
因

と
な
る
細
菌
の
増
殖
が
活
発
に
な

る
た
め
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
、
安
全

で
健
康
な
食
生
活
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

 
食
品
を
買
う
と
き

▽
賞
味
期
限
、
消
費
期
限
や
保
存

方
法
を
確
認

▽
肉
や
魚
な
ど
は
、
汁
が
ほ
か
の

食
品
に
付
か
な
い
よ
う
に
分
け
て

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る

▽
食
品
を
買
っ
た
後
は
、
す
ぐ
に

家
に
持
ち
帰
る


家
庭
で
保
存
す
る
と
き

▽
食
品
は
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
へ
保
管

▽
肉
や
魚
な
ど
は
、
汁
が
漏
れ
な

い
よ
う
に
包
ん
で
保
存

▽
冷
蔵
庫
は

度
以
下
、
冷
凍
庫

 ０

は
マ
イ
ナ
ス

度
以
下
を
保
ち
、

 ５

詰
め
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る


下
準
備
を
す
る
と
き

▽
ふ
き
ん
や
タ
オ
ル
は
清
潔
な
も

の
を
用
意
。
台
所
は
清
潔
に

▽
こ
ま
め
に
手
を
洗
う

▽
肉
や
魚
は
生
で
食
べ
る
も
の
か

ら
離
す

▽
肉
や
魚
を
切
っ
た
ま
な
板
や
包

丁
は
必
ず
洗
い
熱
湯
消
毒
を
（
肉

用
、
魚
用
、
野
菜
用
と
そ
れ
ぞ
れ

別
に
そ
ろ
え
る
と
よ
り
安
全
）

▽
冷
凍
食
品
の
解
凍
は
冷
蔵
庫
の

中
や
電
子
レ
ン
ジ
で


調
理
を
す
る
と
き

▽
加
熱
は
十
分
に

▽
調
理
前
後
の
食
品
は
室
温
に
長

時
間
放
置
し
な
い
（
一
般
的
な
食

中
毒
菌
は

～

分
で
２
倍
に
増

 ０

２０

え
て
い
く
）

▽
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
と
き
は
、

専
用
の
容
器
を
使
い
、
熱
が
伝
わ

り
に
く
い
場
合
は
、
時
々
か
き
ま

ぜ
る
よ
う
に
す
る


食
事
を
す
る
と
き

▽
清
潔
な
食
器
を
使
う

▽
食
べ
る
前
に
手
を
洗
う

▽
温
か
い
も
の
は
温
か
い
う
ち
、

冷
た
い
も
の
は
冷
た
い
う
ち
に
食

べ
る

◆生活機能評価を実施しています

市は、高齢者の皆さんにいつまでも元気に過ごし

てもらうために、筋力の低下や低栄養状態など、生

活機能の低下をいち早く発見する生活機能評価を実

施しています。

△

対象者は、要支援・要介護の認定を受けていない

６５歳以上の人です。

△

特定健康診査・後期高齢者健康診査と同時に実施

しています。

△

同評価は、「基本チェックリストによる問診」「計

測」「診察」「心電図」「貧血検査などの血液検査」「医師

の判定」を行います。

△

医師の判定により、

生活機能の向上が必

要な人には、 ０月か

ら開催予定の介護予

防教室への参加を案

内します。

 れや薄曇りの日は注意が必要です

◆光化学オキシダントにご注意を

光化学オキシダントは、工場や自動車から排出さ

れた窒素酸化物や炭化水素などが紫外線と反応する

ことで発生します。日差しが強く、気温の高い、風

のないような日に多く発生しています。注意報が発

令された場合は次のことに注意してください。

①屋外での激しい運動を控える

②窓を閉めて、外気が入らないようにする

③不要な外出と自動車の利用を控える

 次の症状が出た場合は】

①「目がチカチカする」「のどが痛む」、頭痛や吐

き気などの症状が出たら、洗眼やうがいを行い安静

にする

②症状が良くならない場合や手足のしびれ、呼吸困

難の症状が出たら、医師の手当てを受ける

県では、注意報発令など光化学オキシダントに関

する情報を携帯電話でメール配信しています（アド

レス：http://www.pref.iwate.jp/m/）。

 
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
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ど
ん
な
会
社
で
す
か

自
動
車
や
製
缶
に
使
わ
れ
る
超
硬
・
セ

ラ
ミ
ッ
ク
部
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
従
業

員
一
人
一
人
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
伸
び
伸

び
仕
事
が
で
き
る
会
社
で
す
。

 高津ダイス

製作所西根工場

 

 在地  笠第２４-1-３７

資本金 １，０００万円

代表者 田代 貢

設立  成元年１０月

従業員数 １４ 

電話番号 ７５-１３２２

事業内容 金属部品などに使われ

るパンチ・ダイなどの超硬、セラ

ミック部品の加工・販売

主な取引先  硬工具メーカー

 介 介者者  造 造長長 杣澤雅典杣澤雅典さん（写真右）さん（写真右）
そま ざわ まさ のり

副 造長 笹森忠昭さん（写真左副 造長 笹森忠昭さん（写真左））
ささ もり ただ あき

                業業業業業業業業業業業業業業業業人人人人人人人人人人人人人人人人にににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるる会会会会会会会会会会会会会会会会社社社社社社社社社社社社社社社社紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 業人による会社紹介介介介介介介介介介介介介介介介介

 
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

製
品
の
外
形
や
内
形
を
削
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
形
や
大
き
さ
が
一
つ
一
つ
違

う
製
品
を
削
る
技
術
は
、
ミ
ク
ロ
ン
単
位

の
仕
事
に
な
り
ま
す
。

 
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

品
質
の
向
上
を
図
り
「
不
良
品
ゼ
ロ
」
、

納
期
を
守
り
「
遅
れ
ゼ
ロ
」
、
安
全
第
一

で
「
ケ
ガ
ゼ
ロ
」
の
も
と
、
お
客
さ
ん
が

満
足
す
る
製
品
を
提
供
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

 
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は

設
計
し
た
製
品
が
図
面
ど
お
り
納
期
内

に
完
成
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
従
業
員
全

員
に
伝
え
た
技
術
で
製
品
を
完
成
さ
せ
た

と
き
に
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

 
今
後
の
展
望
は

精
度
が
厳
し
く
な
り
、
常
に
変
化
し
続

け
る
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
自
分
た
ち
の
技
術
向
上
に
力
を
入
れ

た
い
で
す
。

 
更
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
昭
和

年
に
設
立
し
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す
。

 ４こ
こ
数
年
は
、
県
 
会
に
も
出
場
す
る
な

ど
着
実
に
実
力
を
つ
け
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
小
学
校
２
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の

人
が
所
属
。
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

２４

や
ノ
ッ
ク
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
基
礎
を

中
心
に
各
種
 
会
の
県
 
会
出
場
を
目
指

し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

活
動
を
通
じ
て
、
野
球
の
面
白
さ
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
あ
い
さ
つ
や
道
具
を
 

切
に
す
る
な
ど
生
活
の
基
本
を
全
員
に
身

に
付
け
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
練
習
日
時
・
場
所

 
毎
週
水
曜
日

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

半
ま
で
、
西
根
中
学
校

 
毎
週
木
曜
日

午
後
４
時
か
ら
６
時
ま

で
、
大
更
小
学
校

 
毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
、
大
更
小
学
校

※
ぜ
ひ
見
学
・
体
験
に
来
て
く
だ
さ
い
。

入
団
で
き
る
の
は
、
原
則
小
学
校
２
年
生

か
ら
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
 
更
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
指
導
者
・
高
橋
学
（


―
２
８
８

７６

８
）
ま
で
。

 
更
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

 o.2

 々野球の面白さを感じている団員たち

バッティング練習を行う団員

 健のひろば
 ・内線1172 地域福祉課健康推進係

ささえあいの輪
 ・内線1167 地域福祉課障がい福祉係

 の条件の該当者に、手当を支給しています。

 特別障害者手当

▶対象者 20歳以上で、身体または精神に著しい

重度の障がいがある方。おおむね身体障害者手帳

１・２級、療育手帳A判定の方またはそれと同等

の障がいを有する方が対象になります。

▶手当額 月額26,000円（平成26年４月現在）

 障害児福祉手当

▶対象者 20歳未満で、身体または精神に著しい

重度の障がいがあるお子さん。おおむね身体障害

者手帳１・２級、療育手帳A判定の方またはそれ

と同等の障がいを有する方が対象になります。

▶手当額 月額14,140円（平成26年４月現在）

※ 支払いは、年４回（２・５・８・11月）です。

※ 施設入所や長期入院（３カ月以上）している、

制限以上の所得がある方は、対象になりません。

※ 申請には、障害者手帳や住民票などの書類が

 
で
は
、
風
し
ん
の
流
行
や
生
ま

れ
て
く
る
お
子
さ
ん
の
「
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
」
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

の
緊
急
対
策
と
し
て
、
成
人
の
風
し

ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

 
助
成
対
象
者

 
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
条
件

の
両
方
に
該
当
す
る
方

▼
昭
和
39
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
方

で
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な

い
人

▼
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
人

※

妊
娠
中
の
方
や
妊
娠
し
て
い
る

可
能
性
の
あ
る
人
は
除
く
。

 
助
成
金
額
（
助
成
は
１
回
の
み
）

・
風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
＝
３
千

円・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
＝

５
千
円

※

予
防
接
種
料
金
は
、
各
医
療
機

関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

各
自
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 
助
成
対
象
期
間

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
27
年

２
月
28
日
ま
で
（
助
成
申
し
込
み
の

締
め
切
り
）

 
助
成
金
の
申
請
方
法

予
防
接
種
後
、
次
の
書
類
を
 
役

所
健
康
福
祉
課
に
提
出
し
、
申
請
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】

❶
予
防
接
種
の
領
収
書
（
風
し
ん
予

防
接
種
と
記
載
の
あ
る
も
の
）
ま
た

は
領
収
を
証
明
す
る
書
類

❷
予
防
接
種
済
書
ま
た
は
予
防
接
種

済
み
を
記
録
し
た
母
子
健
康
手
帳

❸
預
金
通
帳
（
助
成
金
振
り
込
み
の

た
め
の
本
人
名
義
の
通
帳
）

❹
印
鑑

❺
申
請
書
兼
請
求
書
（
 
役
所
の
窓

口
で
記
入
し
て
し
た
だ
き
ま
す
）

必要です。このほかに医師の診断書などが必要

となる場合もあります。

在宅の重度障がい者の方に対し、タクシー料金

の一部を助成しています。

 対象者 身体障害者手帳１・２級の方、療育手帳

A判定の方、精神障害者保健福祉手帳１・２級の方

※ 対象者に該当しても、施設に入所している方

や寄宿舎に入寮している方、自動車税または軽

自動車税の減免を受けている場合は対象外です。

 利用できるタクシー会社 西根観光タクシー、

平舘タクシー、福祉タクシーこまどり、安代観光

タクシー

 申請窓口 市役所地域福祉課または松尾・安代

両総合支所、田山支所

 手続きに必要なもの 印鑑と上記の障害者手帳

 助成内容 １枚600円のタクシー券を、申請月

から１カ月に２枚ずつ、１年で最大24枚交付

 
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成

 
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 

２

 

の

八
幡
平
 
に
暮
ら
し
始
め
、

あ
っ
と
い
う
間
に
４
カ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
主
な
活
動
地
域
と

し
て
暮
ら
し
て
い
る
田
山
地
域

で
は
、
〝
例
年
に
な
く
楽
な
冬
〟

だ
と
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
話
し

て
い
ま
す
。「
え
っ
！
こ
れ
で
楽

な
冬
な
の
？
」
と
、
ま
だ
ま
だ
雪

国
初
心
者
の
私
は
、
早
く
も
次

の
冬
の
心
配
を
し
て
い
ま
す
。

冬
の
八
幡
平
 
は
、
雪
に
ち

な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
あ
り

ま
す
。
私
は
、
３
月
２
日
に
行

わ
れ
た
田
山
ス
キ
ー
場
で
の
雪

ま
つ
り
に
田
山
地
域
振
興
協
議

会
の
皆
さ
ん
と
参
加
。
手
作
り

ピ
ザ
を
焼
き
ま
し
た
。
多
く
の

皆
さ
ん
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

ピ
ザ
を
無
事
完
売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に

好
評
で
し
た
の
で
、
今
後
は
、

田
山
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

て
、
ピ
ザ
な
ど
を
焼
く
こ
と
が

で
き
る
石
窯
の
設
置
を
企
画
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
４
月
か
ら
新
た
に

３
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
着
任
し
ま
し
た
（
５
月
８
日

号
の
広
報
で
紹
介
し
ま
す
）
。
私

も
含
め
て
新
た
に
加
わ
る
「
仲

間
」
も
、
今
ま
で
自
分
が
築
い
て

き
た
も
の
と
別
れ
る
覚
悟
を
経

て
、
新
天
地
で
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
の
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

私
が
田
山
地
域
の
皆
さ
ん
に

し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
新

た
に
加
わ
る
仲
間
も
地
域
の
皆

さ
ん
に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ

き
、
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
新
体
制
を
ス

タ
ー
ト
し
て
、
地
域
の
盛
り
上

げ
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

手作りピザを焼きました

焼きあがったピザ  別障害者手当と障害児福祉手当

福祉タクシーの助成について

４月１日から、地域の公民館がコミュニティセ

ンター（通称コミセン）に変わり、地域振興協議会

が指定管理者となってスタートしました。

広報はちまんたい３月６日号で紹介しました

が、従来の生涯学習・スポーツ事業に加えて、地

域の自治を盛り上げるための活動拠点にしていこ

うというのが、コミセン化の狙いです。

指定管理移行に伴う新たなサービスとして、コ

ミセンの予約状況などの情報が、市のホームペー

ジ上で確認できるようになりました。

また、コミセンごとにソーシャルネットワーク

サービスのFacebookページを開設しました。

Facebookを利用している皆さんは、ぜひお近くの、

あるいはよく利用するコミセンのページで「いい

ね！」ボタンを押してみてください。

詳しくは、お近くのコミセンまたは市役所地域

振興課（☎・内線1142）まで。

 ミュニティセンター通信
 １回

ＱＲコードを読み取ると、各

コミセンのＦａｃｅｂｏｏｋのページに

アクセスできます。

指定管理で地域が運営する自治の拠点

ネットを通じて新たなサービスも展開

大更コミセンのＦａｃｅｂｏｏｋページ
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きそえ　
　つどえ　
　　かがやけ

　
10
月
１
日
、
希
望
郷
い
わ
て
国
体
が

い
よ
い
よ
開
幕
し
ま
す
。

　
八
幡
平
市
で
は
、
テ
ニ
ス（
少
年
男

女
）・
相
撲
・
ラ
イ
フ
ル
射
撃（
Ｃ
Ｐ
を

除
く
）・
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
少

年
男
子
）・
ゴ
ル
フ（
女
子
、少
年
男
子
）

の
５
つ
の
正
式
競
技
と
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
本
県
で
の
開
催
は
、
昭
和
45

（
１
９
７
０
）年
以
来
4６
年
ぶ
り
。
全
国

　広報はちまんたい号外
そばっち通信

いよいよ開幕！

農
みのり

と輝
ひかり

の大地で

八幡平市田山射撃場

八幡平市立田山小学校体育館

10月 3～4、6～7日

か
ら
本
市
に
訪
れ
る
選
手
た
ち
を
お
迎

え
す
る
た
め
、
市
民
総
参
加
で
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
選
手
た
ち
が
競
技

に
専
念
す
る
環
境
や
お
も
て
な
し
の
準

備
は
整
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
必
要
な
の

は
市
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
で
す
！

　
競
技
の
観
覧
は
無
料
で
、
事
前
申
し

込
み
も
不
要
で
す
。
観
戦
に
来
場
し
、

国
体
の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
、
多
く
の

感
動
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

詳
し
く
は
、
９
月
８
日
発
行
広
報
は
ち
ま
ん

た
い
Ｎ
ｏ
．
２
５
１
と
同
時
配
布
さ
れ
た「
観

戦
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

◎駐車場について
　一般観覧者用の駐車場は右のとお
りです。ラグビー競技以外は会場内
に駐車することができません。
　各駐車場から会場までは無料シャ
トルバスをご利用ください。シャト
ルバス時刻表は「観戦ガイドブック」

に掲載しています。

▶相撲・ゴルフ（少年男子）：市役所西根総合支所
▶テニス・ゴルフ（女子）：安比高原スキー場駐車場
▶ラグビー：会場内駐車場、松尾八幡平ビジター
センター
▶ライフル射撃：田山グラウンド

回
。社
員

の
仕
事
を

通
し
て
会

社
を
紹

介
。

■
八
幡
平
い
に
し
え
の
宝　
平
成
22
年
５

月（
№
１
０
４
）～
25
年
３
月（
№
１
６
９
）　

市
内
の
貴
重
な
文
化
財
や
自
然
を
紹
介
。

■
わ
れ
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　
平
成
22
年

６
月（
№
１
０
５
）～
25
年
４
月（
№

１
７
１
）　
全
32
回
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
通
信　
平
成

26
年
４
月（
№
１
９
４
）～
27
年
５
月（
№

２
１
９
）　
全
14
回
。地
域
の
公
民
館
が
コ

ミ
セ
ン
に
変
わ
り
、
地
域
の
運
営
に
。

▲２回目に登場の大更野球
スポーツ少年団。現在は平舘
野球スポーツ少年団と統合
し、岩鷲ベースボールクラブ
となりました（№ 107）

■
希
望
郷
い
わ
て
国
体
そ
ば
っ
ち
通
信　

平
成
27
年
６
月（
№
２
２
１
）～
28
年
11
月

（
№
２
５
５
）　
希
望
郷
い
わ
て
国
体
の
機

運
醸
成
を
図
り
ま
し
た
。

▶
大
会
直
前
の
号
外（
平
成
28
年
9
月
）

▲各コミセンの Facebook
ページを紹介（№ 19４）

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
３
０
０
号

　

平
成
17
年
9
月
１
日
、
西
根
町
・
松

尾
村
・
安
代
町
が
合
併
し
、
人
口
３
万

１
７
６
６
人（
同
年
８
月
末
）、
総
面
積

８
６
２
平
方
㌔
㍍
の
八
幡
平
市
が
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
14
年
９
カ
月
が

経
過
。
新
市
と
共
に
誕
生
し
た「
広
報
は

ち
ま
ん
た
い
」が
、
今
月
で
創
刊
か
ら

３
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　

３
０
０
号
に
至
る
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

「
〇
〇
な
す
ご
い
人
が
い
る
よ
」「
○
○

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
よ
」と
情
報

広
報　はちまんたい

八幡平市の記念すべき第一歩を刻んだ創刊号

■平成17（2005）年【№１～７】
9月　八幡平市誕生、創刊号発行
／10月　田村正彦氏が初代市長
に就任※写真①
■平成18（2006）年【№８～30】
11月　市民憲章と市の花・鳥・木を
制定、宮古市と姉妹都市協定締結
■平成19（2007）年【№ 31～53】
1月　名護市との友好都市協定締
結／9月　集中豪雨災害大きな爪
痕残す※写真②
■平成20（2008）年【№ 54～75】
■平成21（2009）年【№ 76～96】
７月　岩手山パノラマラインが
開通

■平成22（2010）年【№ 97～118】
３月　渋川小閉校／11月　八幡
平市民歌制定
■平成23（2011）年【№ 119～141】
３月　東日本大震災※写真③／
８月　北東北インターハイレス
リング競技開催※写真④
■平成24（2012）年【№ 142～164】
12月　一般廃棄物最終処分場が
完成
■平成25（2013）年【№ 165～187】
３月　東大更小と田山中が閉校
■平成26（2014）年【№ 188～210】
11月　市役所新庁舎開庁※写真⑤
／12月　西根バイパス全線開通

■平成27（2015）年【№ 211～234】
■平成28（2016）年【№ 235～258】
２月　希望郷いわて国体スキー競
技会開催／10月　希望郷いわて
国体５競技開催※写真⑥
■平成29（2017）年【№ 259～270】
1月　お知らせ版を本号に統合
し、カラーページを増加
■平成30（2018）年【№ 271～282】
４月　八幡平市立病院工事開始
■令和元（2019）年【№ 283～294】
４月　ハロースクール安比校開校
を目標とする事業提携締結
■令和 2（2020）年【№ 295～】
現在に至る

「広報はちまんたい」で振り返る　市と広報の歩み
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  広報はちまんたい 10月13日号（№253）の印刷経費は１部60.134円、 発行部数は10,300部です。経費の一部は広告

料で賄われています。広告掲載については、市役所企画財政課（☎・内線1211）まで。

 
成
28年
10月
13日
発
行（
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
発
行
）

〒
028-7397岩

手
県
八
幡
 
市
野
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第
21地
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170番

地
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ホ
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ペ
ー
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■
発
行
　
岩
手
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八
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■
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企
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☎
0195-74-2111　

FAX0195-74-2102
■
印
刷
　
川
嶋
印
刷
株
式
会
社

 
別
編

 
望
郷
い
わ
て
国
体　

熱
戦
に
次
ぐ
熱
戦　

感
動
を
あ
り
が
と
う

　 

市
内
出
身
選
手
た
ち
の
誇
り
高
き
雄
姿

 
別
編

 敬称略。詳しい大会の様子は、11月10日発行の広報はちまんたいで紹介します。

 
 
集
後
記

 
平
舘
学
童
の
受
け
身
教
室
の
取
材
に

行
き
ま
し
た
。
私
は
昔
、
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
柔
道
を
少
し
や
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
受
け
身
の
練

習
を
し
て
い
る
姿
を
見
て
と
て
も
懐
か

し
く
思
い
ま
し
た
。
受
け
身
を
覚
え
る

と
、
転
ん
で
も
自
然
に
頭
な
ど
を
守
る
動

作
を
と
り
ま
す
。
３
歳
の
息
子
が
転
ん
で

頭
を
打
つ
度
に
、
い
ず
れ
は
息
子
に
も
柔

道
の
受
け
身
を
教
え
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竜 
○

 
い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
国
体
本
大

会
が
開
幕
と
な
り
、
こ
の
後
記
を
書
い

て
い
る
最
中
に
も
熱
戦
が
続
い
て
い
ま

す
。
競
技
に
お
い
て
は
、
広
報
で
こ
れ
ま

で
追
っ
掛
け
て
い
た
市
内
出
身
選
手
の

奮
闘
ぶ
り
を
間
近
に
し
、
自
分
の
こ
と

の
よ
う
に
１
戦
１
戦
手
に
カ
メ
ラ
と
汗

を
握
り
な
が
ら
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

 
市
内
開
催
５
種
目
の
正
式
競
技
を
全

て
観
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
実
際
に
観
戦
に
行
っ
た
人
や

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
人
か
ら
各
競
技
の
様

子
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
写
真
な

ど
を
通
し
て
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
感
じ

取
っ
て
い
ま
す
。
取
材
で
会
場
を
回
る

と
、
戦
う
選
手
た
ち
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
が

駆
け
ず
り
回
り
な
が
ら
、
こ
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ん
だ

な
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
私
も

参
加
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま

す
。
今
こ
の
一
瞬
一
瞬
は
み
ん
な
大
変

だ
け
れ
ど
も
、
や
り
終
え
た
時
の
充
実

感
は
大
き
い
は
ず
。
２
月
の
冬
季
大
会

も
含
め
て
、
完
全
国
体
に
携
わ
れ
た
こ

と
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
を
幸

せ
に
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

沙 
○

 撲・成年男子

 浦智哉
　　 （法政大学）

 
撲
・
成
年
男
子

個人５位 里舘健
　　 （平舘高教）

 撲・少年男子

 浦裕介
　　 （平舘高３年）

 
撲
・
少
年
男
子

吉田皇
　　 （平舘高３年）

 
撲
・
少
年
男
子

 
撲
・
少
年
男
子

 
撲
・
少
年
男
子  浦和啓

　　 （平舘高 1年）

津志田亜睦
　　 （平舘高 2年）

長内龍
　　 （平舘高 1年）

テ
ニ
ス
・
少
年
男
子

松
浦
洸
祐

　
　

 

（
岩
手
高
３
年
） 

ラ
イ
フ
ル
射
撃
・
成
年
女
子

坂
本
由
美
子

　
　

 　
　

（
県
体
協
） 

 庁式でテープカットを行う、左から米川次郎旧安代町長、工藤直道市議会議長、杉原永康盛岡広域振興局長、田村正彦市長、

工藤勝博県議会議員、佐々木正四郎旧松尾村長、高橋富一市商工会長、古澤眞作庁舎建設検討委員会委員長（現在委員会は廃止）

 
役
所
新
庁
舎
の
開
庁
式
が
11
月
25
日
に
行
わ
れ
、
業
務
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
開
庁
式
の
模
様
と
新
庁
舎
に
つ
い

て
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

 庁舎が開庁

 
の
新
庁
舎
開
庁
式
が
  

月
25

日
、
関

係
者
ら
約
１
２
０
人
が
出
席
し
、
新
庁
舎

正
面
玄
関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
２
部
構
成
。
第
１
部
で
は
、
田
村

正
彦
 
長
が
あ
い
さ
つ
（
抜
粋
し
た
内
容

 成26年
11月25日

を
３
㌻
に
掲
載
）
を
述
べ
た
後
、
出
席
者
を

代
表
し
て
８
人
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
松
野
保
育
所
園
児
 6

人
が
、
く
す
玉
を
割
り
、
出
席
者
全
員
で

新
庁
舎
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
棟
の
大
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
、
岡
田
久
副
 
長
が
、
新

庁
舎
建
設
事
業
の
経
過
を
報
告
。
ま
た
、

建
設
に
当
た
り
、
用
地
な
ど
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
 
民
の
皆
さ
ん
や
建
設
業
者

な
ど
に
、
田
村
 
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
（
３
㌻
参
照
）
。

式
の
最
後
に
は
、
万
歳
三
唱
を
行
い
、

 
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
り
ま
し
た
。

 庁式には大勢の関係者が出席

建設に携わった

業者らに感謝状

が贈られました

 
の
新
た
な
出
発
を
祝
う
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 務室

 務室

支持地盤

地中熱

採熱

地中熱

採熱

地中熱

採熱

抗基礎

 中熱利用イメージ

採熱用
ヒートポンプ

 
町
村
合
併
の
集
大
成

 
日
、
こ
う
し
て
新
庁
舎
開
庁
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
庁
舎

建
設
は
、
八
幡
平
市
誕
生
に
当
た
り
、

根
幹
を
成
し
た
旧
３
町
村
の
自
治
体

の
皆
さ
ん
に
よ
る
話
し
合
い
に
よ
っ

て
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
の
目
標
か
ら
は
、
大
分
時
間

を
要
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
く
た
め
の
貴
重
な
時
間
で
あ

っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

新
庁
舎
開
庁
が
、
ま
さ
に
３
町
村

合
併
の
集
大
成
で
あ
る
と
と
も
に
、

 
日
が
、
八
幡
平
市
の
新
た
な
出
発

点
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
職
員

が
一
堂
に
会
し
、
同
じ
屋
根
の
下
で

働
く
と
い
う
体
制
が
整
い
ま
す
。

こ
の
新
庁
舎
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
幸
せ
の
た
め
、
あ
る
い
は
地
域
活

性
化
の
た
め
の
拠
点
と
な
れ
る
よ

う
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
議
会

と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
一
層

尽
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ

て
、
新
庁
舎
開
庁
に
当
た
っ
て
の
ご

あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

 
日
は
ご
出
席
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
感
謝
状
贈
呈
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

 
土
地
協
力
者

▽
佐
々
木
佐
一
▽
佐
々
木
育

男
▽
佐
々
木
利
悦
▽
佐
々
木
幸
雄
▽
佐
々
木
安

夫
▽
田
村
宏
▽
佐
々
木
智
▽
田
村
徳
美
▽
乙
部

忠
男
▽
田
村
正
直
▽
佐
々
木
久
夫
▽
田
村
泰
彦

 
施
工
業
者

▽
清
水
建
設
株
式
会
社
東
北
支

店
▽
株
式
会
社
高
建
工
業
▽
株
式
会
社
ユ
ア

テ
ッ
ク
岩
手
支
社

 
設
計
業
者

▽
株
式
会
社
関
・
空
間
設
計

 庁舎では地中熱を活用

地下５㍍以深の地中温

度は、夏・冬を通じて13～

15度と一定です。

 庁舎では、建物の杭
くい

基礎を地中熱の採熱管と

して活用し、冷暖房に係

るエネルギーの削減を図

っています。

田
村
正
彦
市
長

あ
い
さ
つ
（
一
部
抜
粋
）

結
（
ゆ
い
）
の
ひ
ろ
ば

 庁舎のロビーと執務室（奥）

地中熱を冷暖房に

活用
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、
行
方
不
明
者
は
１
万
６
２
９

０
 
以
上
に
上
っ
て
い
る
。

八
幡
平
市
は
、
最
大
震
度
５
強

を
観
測
。
こ
の
地
震
で
、
一
部

建
物
の
破
損
な
ど
の
被
害
が
出
た

り
、
市
内
全
域
の
停
電
な
ど
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
り
し

た
も
の
の
、
幸
い
に
も
死
傷
者
な

ど
の
 
的
被
害
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
今
も
な
お
余
震
が
続
く
中
、

物
流
が
正
常
に
回
復
し
て
い
な
い

た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
の
供
給
不
足
で

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
は
長
蛇
の

列
が
で
き
る
な
ど
、
市
民
の
生
活

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
市
は
、

発
生
直
後
に
災
害
警
戒
本
部
を
設

置
し
、
切
り
替
え
た
災
害
対
策
本

部
を
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

 
地
震
列
島
襲
う

3
月

日
午
後
２
時

分
ご
ろ
、

  

４６

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
強
い
地
震

が
発
生
し
た
。
宮
城
県
栗
原
市
で

震
度
７
を
記
録
す
る
な
ど
、
日
本

の
広
い
範
囲
で
激
し
く
揺
れ
た
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
震
源
の
深

さ
は

㌔
。
地
震
の
規
模
を
表
す

２４

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
９
・
０
は
、

国
内
観
測
史
上
最
大
の
大
地
震
と

な
っ
た
。
ま
た
、
地
震
に
伴
い
、

太
平
洋
沿
岸
で
は

㍍
を
超
え
る

 ０

大
津
波
が
発
生
。
押
し
寄
せ
る
波

は
ま
ち
を
の
み
込
み
、
建
物
な
ど

を
が
れ
き
の
山
に
変
え
、
多
く
の

尊
い
命
を
奪
っ
た
。

警
察
庁
の
３
月

日
午
後
９
時

３０

現
在
発
表
で
は
、
こ
の
地
震
と
津

波
に
よ
る
死
者
は
１
万
１
３
６
２

 震発生後間もなく、市内全域で停電。
信号が停止するなど、交通網が乱れた。
市内全域に明かりが戻ったのは、１３日
の午前中だった（写真＝１１日午後４時
２０分ごろ、大更上町交差点付近）

市内で唯一避難所を開
設した大更公民館には、
最大６０人が避難。寒さ
と余震に耐えながら夜
を明かした（写真＝３
月１１日夜）

 
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

 
島
を
襲
っ
た
観
測
史
上
最
大
規
模
の
地
震

人
的
被
害
な
し
も
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す

はちまんたい広報 3

 
災
県
の
中
で
 
害
が
最
小
限

で
あ
っ
た
八
幡
平
市
は
、
一
日
も

早
い
復
興
に
向
け
て
、
津
波
で
甚

大
な
 
害
を
受
け
た
沿
岸
を
は
じ

め
と
す
る
自
治
体
へ
の
支
援
を
開

始
し
て
い
る
。
姉
妹
都
市
で
あ
る

宮
古
市
に
は
、
米
や
水
、
日
用
品

な
ど
生
活
物
資
を
送
っ
た
。
他
の

自
治
体
に
も
同
様
に
物
資
を
提
供

し
た
り
、
人
的
支
援
を
行
っ
た
り

し
て
い
る
。
避
難
所
生
活
が
長
引

く
こ
と
を
想
定
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
支
援
物
資
と
し
て
米
の
提

供
を
受
け
付
け
た
。

ま
た
、
市
内
企
業
の
肉
の
横
沢

や
北
舘
製
麺
は
、
 
災
地
を
訪
れ
、

 市役所業務 通常業務開始（３月１４日～）

 交通

①コミュニティバス＝通常運行②岩手県北

バス＝盛岡⇔八幡平市方面は通常運行（３月

１６日～）、盛岡⇔安比高原は全線運休③JR花

輪線＝おおむね通常運転（４月１日～）

 ごみ 通常通り回収（４月４日～）

※全世帯に配布している分別収集日程表を確

認ください

 避難してきた人の情報提供を

安否確認のため、被災地から避難してきた

人の情報（名前など）を収集しています。

詳しくは、市役所市民課（ ・内線１１３４）、

松尾・安代総合支所地域振興課（松尾＝ ・

内線２１０３、安代＝内線３１２０）

 避難生活をする上での各種相談は

①医療、健康相談＝市役所保健課（ ・内

線１１４１）②福祉相談＝市役所地域福祉課（ 

・内線１１６１）③就学支援＝教育委員会事務局

学校教育課（ ・内線２３１６）

豚
汁
や
そ
ば
な
ど
温
か
い
食
事
を

提
供
し
た
。
市
内
の
ホ
テ
ル
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
、
民
宿
の
若
手
関
係

者
で
作
る
「
八
幡
平
観
光
協
力
宿

の
会
・
若
者
風
」
は
温
泉
の
お
湯

わ
か
も
の
の
か
ぜ

を
宮
古
市
に
運
び
提
供
し
た
。
市

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
は
義
援
金

を
送
っ
た
。
復
興
へ
の
願
い
を
込

め
た
支
援
の
輪
は
い
た
る
と
こ
ろ

で
広
が
っ
て
い
る
。

市
民
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
、
前
を
向
い
て
こ

の
苦
難
を
み
ん
な
で
乗
り
越
え
よ

う
。
が
ん
ば
ろ
う
岩
手
。
が
ん

ば
ろ
う
東
北
。
そ
し
て
、
が
ん

ば
ろ
う
日
本
。

 ３月１５、１７、１８、24日に米や水、味付け卵など支援物資を
トラックに載せ、姉妹都市の宮古市に搬送した

↓３月17日には田村正彦市長も支援物資の搬送に同行し、必
要な物などの確認を行った

市では、支援物資として白米を市民の皆さんから３月２８日から４月
４日まで受け付け。多くの市民が提供に訪れた

一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興
を
み
ん
な
で
願
い

で
き
る
こ
と
か
ら
支
援
の
「
輪
」
を
広
げ
よ
う

震災による生活information
（４月１日現在）

※最新情報は市ホームページで確認ください
http://www.city.hachimantai.lg.jp/

田頭小の児童は、自分たちで育てた米を道の駅にしねで販売した売り
上げの一部を義援金として市社会福祉協議会に寄付した（３月１８日）

写真① 写真② 写真③ 写真⑥写真⑤写真④

　「広報はちまんたい」は今月で300号を迎えました。これまで八幡平市の歴史を刻んでき
た本紙も、時代の流れに合わせて少しずつ変化してきました。
　今回は発刊300号を記念し、過去の紙面をめくりながら、市の歩みを振り返ります。

皆さんと共に歩んで皆さんと共に歩んで皆さんと共に歩んで

号

0203 No.300 ◎2020．６.11



スクラップして市の情報残す

　平成19年に神奈川県から移住し
てきました。学生時代に父から「八幡
平に家族で住もう」と言われたこと
がありました。その父が亡くなって
30年。ずっとその言葉が気になって
いたので、調べたり、実際に来てみ
たりしました。そのときに静かで星
がきれいで、ここで暮らすのも面白
いかなと思い、移住を決めました。
　来てすぐのころは知り合いもい
なく、何も分からなかったので、広
報から、たくさんの情報を得まし
た。現在は連載が終了していますが

「いにしえの宝」のコーナーが好き
で、そこで紹介された市内の文化財
や郷土芸能などをよく見に行きま
した。今では、市内のこともいろい
ろ覚え、県外の友人に教えていま
す。小林陵侑選手がW杯で優勝した
ときには、うれしくて活躍を紹介し
た広報を市から取り寄せ、友人に送
りました。
　「キラリ輝人」や「松尾鉱山資料館
だより」など特に気になるコーナー
の記事は、切り取ってスクラップし
ています。また「暮らしの情報カレ
ンダー」はコルクボードに貼って、
いつでもすぐに見られるようにし
ています。
　歴史や文学、音楽が好きなので、
そういった特集を期待しています。
担当者の内面も感じられる編集後記
も楽しみにしていますので、これか
らも頑張ってください。

取
材
や
写
真
撮
影
に
協
力
く
だ
さ
い

　
広
報
紙
な
ど
に
掲
載
す
る
た
め
、
イ
ベ

ン
ト・行
事
で
写
真
撮
影
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
は
腕
章
を
着
用
し
て
い
ま
す
の

で
、
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
取
材
写
真
は
次
の
利
用
目
的
の
範
囲
内

で
使
用
し
て
い
ま
す
。

▼
市
の
発
行
物
▼
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

▼
市
の
記
録
資
料
と
し
て
の
保
存
・
活
用

情
報
提
供
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
広
報
は
ち
ま
ん
た
い
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
必
要
な
存
在
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
の
意
見
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

▼
こ
ん
な
特
集
を
し
て
ほ
し
い
▼
こ
ん
な

情
報
が
知
り
た
い
▼
こ
ん
な
活
動
を
し
て

い
る
の
で
、
広
報
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い　

▼
頑
張
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
で
紹
介
し

て
ほ
し
い
―
―
な
ど
、
市
民
に
知
っ
て
ほ

し
い
取
り
組
み
や
人
の
紹
介
、
広
報
は
ち

ま
ん
た
い
へ
の
意
見
や
感
想
が
あ
れ
ば
、

連
絡
を
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
今
後
の
よ
り
良

い
紙
面
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係（
☎
・
内
線

１
２
０
３
）ま
た
は
メ
ー
ル
・kizai@

city.hachim
antai.lg.jp

出会い、触れ合いが私の財産

　平成27、28年度の２年間にわたっ
て、広報はちまんたい№218～262の
制作を担当しました。
　数々の取材を通して、まちを形
作っている取り組みや活動の背景に
ある人々の思い・考えに触れました。
それらを交えながら、単に情報紙で
はなく、市民を主役に広報はちまん
たいが皆さんの情報共有の場となる
よう心掛けて作っていました。
　沖縄から来ていたので、風習・風
土の違いから仕事に生活に戸惑うこ
ともしばしばでしたが、広報紙制作
を通じて八幡平市のことを知ること
ができました。取材先で多くの人と
出会い、触れ合えたことが何よりの
財産です。高山や雪原など過酷（笑）
と思える環境での取材に加え、当時
は市制施行10周年記念事業や希望
郷いわて国体といった大イベントも
あり、通常ではできない経験をする
ことができました。
　制作に当たっては、失敗をするこ
ともありましたが、市民・職員の皆
さんからの叱

し っ た

咤激励により、より良
い紙面作りを目指す！と励みまし
た。「広報っていいですね。地元誌
No. 1！」という感想をいただいた
ときには、感極まって泣いたことを
覚えています。広報紙制作には、市
民の皆さんの姿・声が欠かせませ
ん。市民と共に成長する広報はちま
んたいをこれからも楽しみにして
います。

楽しみに待つリスナーのため

　広報はちまんたい300号おめでと
うございます。300号全てを音声化
してきたと振り返ると感慨深いもの
があります。
　ほおずきの会は平成４年10月に、
目の不自由な人へ広報などの情報を
声にして届けること（声の広報）、朗
読に親しみ楽しむことの２つを目的
に旧西根町で発足しました。
　私は退職後の平成9年に、町の生
涯学習推進大会で、ほおずきの会の
朗読を聞き、即入会しました。
　旧西根町で声の広報第1号を発行
したのが平成５年1月。音声版を聞
きたい人の把握、レコーダーやテー
プの準備、郵送を無料で行うための
郵政省への許可申請などさまざまな
苦労を経て発行に至ったと伺いまし
た。その後は、盲学校の先生や放送
局のアナウンサーを講師に招いての
講習会、音声訳の先進地視察など研
修を積みながら活動してきました。
　声の広報を作る上で難しいこと
は、写真や図表など目で引くものの
説明、アクセントや間の取り方など。
朗読とは異なり、感情は込めず一字
一句正確に伝えることが大切です。
　たくさんの苦労はありましたが、
続けてこられたのは、楽しみに待つ
リスナーがいるから。デジタル化が
進み、私たちの声の広報も不要に
なってくるかもしれませんが、リス
ナーがいる限り活動を続けていきた
いと思っています。

Reader Editor Speaker

これからも皆さんと共に歩む「広報はちまんたい」をよろしくお願いします
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広報 農農農ととと
みみののみのりりり

輝輝輝のの大大の大地地地―――八八幡幡平平八幡平市市市
ひひかかひかりりり

NNoo..1100No.10000
22001100..33..2010.3.444

今月の表紙
第47回全国中学校スキー大会は２月３日か

ら６日にかけて、市内各会場で行われました。市
内の中学生たちも競技役員として大会運営に参
加。仕事の合間には応援団に早変わりして、各県
選手団に分け隔てなく「がんばれ」と声援を送っ
ていました。（関連記事は２～７㌻）

●●主主なな内内●主な内容容容
全全国国中中学学校校ススキキーー大大会会でで大大活活躍躍全国中学校スキー大会で大活躍………002202
小小林林潤潤志志郎郎選選手手がが世世界界王王者者にに小林潤志郎選手が世界王者に………008808

福福祉祉ねねっっととわわーーくく福祉ねっとわーく………114414
話話題題ピピッッククアアッッ話題ピックアップププ………118818

おお知知ららせせお知らせ………222222

そそ
のの
声声
援援

そ
の
声
援
ががが

金金
メメ
ダダ

金
メ
ダ
ルルル

広報 農農農   ととと
みみののみのりりり

輝輝 輝 のの大大の大地地地―――八八幡幡平平八幡平市市市
ひひかかひかりりり

NNoo..1100No.10222
　

22001100..44..2010.4.888

●●主主なな内内●主な内容容容

ささよよううなならら、、あありりががととうう渋渋川川小小学学校校さようなら、ありがとう渋川小学校………002202

２２２２年年度度当当初初予予算算ののああららまま２２年度当初予算のあらまししし………006606

福福祉祉ねねっっととわわーーくく福祉ねっとわーく………118818

話話題題ピピッッククアアッッ話題ピックアップププ………222222

おお知知ららせせお知らせ………226626

いい
ざざ
、、
人人
生生
のの
旅旅
立立

い
ざ
、
人
生
の
旅
立
ちちち

―――

今月の表紙

　松尾中学校の卒業式は３月12日、同校体育館

で行われました。60人の卒業生は、石井修直校

長から卒業証書を授与された後、保護者席の前

に設けられた台の上へ、勉強やスポーツに励ん

だ３年間の努力の証を誇らしげに示していまし

た。（関連記事は19㌻）

農農農ととと
みみののみのりりり

輝輝輝のの大大の大地地地―――八八幡幡平平八幡平市市市
ひひかかひかりりり

NNoo..1100No.10999
22001100..88..2010.8.555

広報

齋藤ヨネさん

満１００歳に
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農と
みのり

輝の大地―八幡平市
ひかり

報
広

DDeeDeccc...220011201000
NNNooo...111111777

１１１２２２

目指せ！
６年後の星

【特集】

八幡平からの挑戦

農と
みのり

輝の大地―八幡平市
ひかり

報
広

JJaaJannn...220011201111
NNNooo...111111999

１１１

仕込み真っ最中

農と
みのり

輝の大地―八幡平市
ひかり

報
広

FFeeFebbb...220011201111
NNNooo...112212111

２２２

小林陵侑選手
Ｋ点超えの飛躍

農と
みのり

輝の大地―八幡平市
ひかり

報
広

NNoovv..220011Nov.201111
NNooNo...113313888

１１１１１１

（１０月１６日、熔岩流まつりで６ぴきのこぶたレース）

ゴールは気分次第

Title:322_109_325.ec9 Page:1 Date: 2011/11/02 Wed 13:02:20

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

Jun.2012
No.151

6

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

青空の中 ジャンプ！
（５月１３日、安代中学校体育祭）

特集　福祉サービス活用を………………P２～５
　　　市内小・中学校運動会、体育祭…P10、11
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農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

July 2012
No.153

７

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

大人にだって負けないぞ
（６月24日、市消防演習）

特集　地域の防災を考える……………P２～５

農と
みのり

輝の大地―八幡平市
ひかり

OOccOcttt...220011201000
NNNooo...111111333

１１１０００
報
広

【特集】

平成２１年度決算

Sep. 2014
No.203

９

農
みのり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

広
報

ほら 見て！ 大きいでしょ
（８月₂₂日、トウモロコシ収穫体験）

主な内容　　
　災害時の被害を少しでも減らすため 「減災」に取り組もう　…　２～３㌻
　大人としての誓い新たに 平成26年度市成人式を開催　………　４㌻

Oct. 2014
No.205

10

農
みのり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

広
報

 

救
命
救
急 

私
も
体
験

（
８
月
30
日
、
県
総
合
防
災
訓
練
）

主な内容
平成 ₂₅年度 市の決算状況／人事行政運営状況 ……… ２～５㌻

Dec. 2014
No.209

1₂

農
みのり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

広
報

新しい庁舎ができたよ！
（11月25日、新庁舎開庁式）

主な内容
新庁舎が開庁  市の新たな出発を祝う ……… ２～５㌻
衆議院議員総選挙  投票日は12月14日㈰ …… ６～９㌻

Apr. 2015
No.217

４

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市

広
報

主な内容
平成 27年度施政方針 ……………… ２～５㌻
平成 27年度一般会計予算 ………… ６～７㌻
平成 27年度市職員人事異動 ……… ８～11㌻

将来の夢は消防士かな？
（３月８日、八幡平消防署防災フェスタ）

Jun. 2015
No.221

６

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市

広
報

主な内容
日頃の食事を意識してみよう ………………… ２～３㌻
まちづくり出前講座を受講してみませんか … ４～５㌻

真剣なまなざしで苗植える
（５月27日、畑保育園田植え体験）

Jul. 2015
No.223

7

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市

広
報

主な内容
特殊詐欺に気を付けよう …… ２～３㌻

園児が防火を呼び掛け
【６月21日、市消防演習（詳細は４～５㌻）】

Aug. 2015
No.225

8

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市

広
報

主な内容
新しい市総合計画（まちづくり計画）の策定に
向けて …… ２～３㌻

力を合わせれば勝てるかも？
（７月23日、寄木保育所の相撲体験）

Sep. 2015
No.227

9

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市は平成２７年９月１日で市制施行10周年を迎えました

広
報

主な内容
　八幡平市市制施行10周年　農と輝の大地の
　あゆみ　……　２～３㌻

たすきつなぎ 10周年を祝う
【８月14日、農と輝の大地縦断駅伝（詳細は２㌻）】

Oct. 2015
No.229

₁₀

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市は平成27年９月１日で市制施行10周年を迎えました

広
報

主な内容
市農業委員会委員決まる …… ２～３㌻

いつまでも元気でいてね
【９月８日、市敬老会（関連10㌻）】

Dec. 2015
No.233

₁₂

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市は平成27年９月１日で市制施行10周年を迎えました

広
報

主な内容
　合併10周年の節目を祝う　……　２～３㌻

合併10周年祝い記念の合唱
【11月３日、市合併10周年記念式典（関連２～３㌻）】

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

Aug.2012
No.155

８

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報
泣いた子が勝ち！
（７月17日、白坂観音大祭 泣き・笑い相撲大会）

主な内容　新たなにぎわいの拠点目指し………P２～３
　　　　　話題ピックアップ……………………Ｐ８～11

おいしいお米が育ったよ
田頭小学校稲刈り体験（10月12日、田頭地内）

Nov. 2012
No.161

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

11

主な内容　平成 23年度決算  ………Ｐ２～3
　　　　　人事行政運営状況………Ｐ４～５ Feb. 2013

No.167

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

２寒さに負けず祈りを込めて
（１月８日、平笠裸参り）

主な内容　特集 がん検診と特定健診を受けよう………Ｐ２～５

Apr. 2013
No.171

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

４

母校と地域に感謝し、子どもたちは新たな一歩
田山中学校閉校記念碑除幕式（３月24日）【詳細はＰ10～11】

主な内容　平成25年度施政方針、予算……Ｐ２～７
　　　　　投票区見直しの素案作成………Ｐ12～15

東大更小学校閉校記念碑除幕式（３月23日）【詳細はＰ８～９】

鮮やかな舞、祭りを彩る

主な内容
八幡平市長選挙 投票日は９月29日㈰……２～３㌻

第８回市夏まつり（８月15日、松尾総合運動公園）

Sep. 2013
No.180

９

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

まぁ　すてきなリンドウだわね
市敬老会（９月15日、五日市公民館）

Oct. 2013
No.182

10

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

主な内容
　市長選挙 田村正彦氏が無投票で３選……２㌻
　台風18号 市内各地に甚大な被害…………２～３㌻
　平成24年度 市の決算状況…………………４～５㌻

（月日、）

Nov. 2013
No.184

11

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

主な内容
　台風18号　大きな爪痕　残す…２～５㌻
　市政３期目に向けて…………６㌻
　人事行政運営状況……………８～９㌻

ニジマス 捕ったど～
八幡平山賊まつり（10月14日、市さくら公園）【関連12㌻】 色とりどりの光に囲まれて

（11月22日、サラダファームイルミネーション点灯式）
Dec. 2013
No.186

12

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

主な内容
　名誉市民江間章子さん 生誕100年迎える
　思い出を振り返り記念行事…２～３㌻

Mar. 2014
No.192

３

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

痛てて、やめておくれ―
（２月３日、大更保育所豆まき）

主な内容　　
　【特集】新たな地域「自治」の基盤・コミュニティセンター…２～７㌻
　永井秀昭選手 感動をありがとう ……………………………８～９㌻

May 2014
No.196

５

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

手を上げて渡るんだよ
（４月14日、寄木小学校交通安全教室）主な内容　　

　市議会議員選挙結果　新議員 22 人決まる 　……………………………　２～３㌻
　永井秀昭選手「声援に感謝」　………………………………………………　５㌻
　「どうしよう」「困ったな」そんな時は民生児童委員にご相談を　………　６～７㌻

 制服に包まれ　高校生活スタート

 な内容　空き家を放置していませんか　…　2～４㌻

　　　　　市議会議員選挙結果　…　５㌻

　　　　　地域を見守る、関係機関につなげる 民生委員・児童委員　…　６～７㌻

【４月６日、平舘高校入学式（関連22㌻）】

 
 のり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

 

報

 ay. 2018

No.275

 

 
 のり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

 

報

 ct. 2018

No.280

 0

 
幡
平 
駆け上がれ

 ill

Climb

2018

【主な内容】新農業委員・農地利用最適化推進委員 紹介します（関連４～５㌻）

【表紙】

（関連２～３㌻）

 
 のり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

 

報

 ov. 2018

 o.281

  
 主な内容】ご存じですか？障害児福祉手当と特別障害者手当（関連４～５㌻）

　　　　　　平成29年度 市の決算状況・人事行政運営状況（関連６～９㌻）

 表紙】(関連２～３㌻）

第33回県中学校駅伝競走大会

西根中 初優勝‼

 
 のり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

 

報

 eb. 2019

No.284

 

 原 

 主な内容】空き家バンク 登録しませんか（関連２～３㌻）

　　　　　　今すぐ始めよう 家庭ごみ７．９％減量（関連４～５㌻）

 表紙】

2019 マッシャーズチャンピオンシップ

 in 岩手山（１月26、27日）

け べ 

 
 のり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

 

報

 un. 2019

No.288

 
 主な内容】盛岡市内一周継走　西根中男子が連覇達成（関連２～３㌻）

　　　　　地域に寄り添う身近な存在　民生委員・児童委員（関連４～５㌻）

 元の声援に感謝　さらなる飛躍誓う

 林陵侑

市スポーツ栄誉賞授与式（関連₂₁㌻）

＝Ｗ杯ジャンプ男子個人総合優勝＝

 技写真（SAJ31承認第00738号）：土屋ホーム提供、授与式あいさつ写真（SAJ31承認第00739号）

 
 のり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

 

報

 ul. 2019

No.289

 
 主な内容】すてきな出会い応援します（関連 ～３㌻）

     はちまんたいHAPPYカップリング（スターダストキャンプ）、結婚・婚活無料相談会

新緑の七時雨、満喫中

 表紙】第 回七時雨マウンテントレイルフェス（関連22㌻）

　　　　　令和元年度八幡平市消防演習・消防訓練大会（関連４～５㌻）

RunRun
Run

 
 のり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

 

報

 ep. 2019

No.291

 
 表紙】自転車・ロードバイクトレーニング

ルワンダ選手団がホストタウン八幡平市で事前合宿 関連２～７㌻）

 主な内容】令和元年度八幡平市成人式 関連22、23㌻）
 主な内容】

八幡平さすらい合宿（関連２、3㌻）

西根中駅伝東北大会出場（関連４㌻）、中学校新人大会（関連５㌻）

 表紙】市生活研究グループ食育（関連2１㌻）

 
 のり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

 

報

 ov. 2019

 o.293

  

 
 のり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

 

報

 eb. 2020

No.296

 
 主な内容】

社会福祉法人が連携し 後見受任する新体制を構築

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関連４～６㌻）

 表紙】令和２年市消防出初式

地域を守る新生八幡平市消防団

防火・防災へ決意新たに（関連２、３㌻）  表紙】

スパルタキャンプ（平成30年11月、市起業家支援センター）

特集 プログラミングが熱い（関連２～７㌻）

 主な内容】

受けよう健診（検診）　守ろう健康（関連８、９㌻）

 
 のり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

 

報

 ar. 2020

No.297

 

Apr. 2016
No.241

４

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市

広
報

主な内容
　平成28年度施政方針　………………　２～５㌻
　平成28年度一般会計予算　…………　６～７㌻
　平成28年度組織機構と人事異動　…　８～12㌻

第71回国民体育大会「希望郷いわて国体」冬季大会
スキー競技会　フォトリポート　……　16～19㌻

３年間の思い出胸に 旅立ちの時
（３月12日、安代中学校卒業式）

【4月26日、生誕お祝いフォトフレーム贈呈（関連 2～ ５㌻）】

May. 2016
No.243

５

農
みのり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

広
報

その笑顔は地域の宝だよ

主な内容　　
　地域の安心と笑顔を紡ぐ・つなぐ　頼りになるご近所さん 民生・児童委員　…　2～5㌻

主な内容　　2016.8.11 祝☆山の日制定　
　　　　　　地元の山がイイんです！　山のデパート　八幡平市　…　2～３㌻

Aug. 2016
No.249

8

広
報

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市

【８月１日、理容アイドル登山部　七滝～大地獄谷～御花畑登山（関連２～３㌻）】

山中で飲むコーヒー
これまた格別の味

主な内容　平成 27 年度市の決算状況　…　2～３㌻
　　　　　2016 希望郷いわて国体 そばっち通信 たくさんの感動をありがとう！　…　8～ 11㌻

【10月 14日、市小学校音楽発表会（関連 13㌻）】

Nov. 2016
No.255

11

広
報

農
みのり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

心躍る
音楽の楽しさに触れて♪

主な内容　芸術の秋 日頃の練習成果を披露　平成 28 年度八幡平市芸術祭　…　２～３㌻
　　　　　高齢化社会の明るい未来を考える　…　４～５㌻

【10月29日～ 30日、平成 28年度市芸術祭（関連 2～ 3㌻）】 Dec. 2016
No.257

12

広
報

農
みのり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

愛らしくしなやかに
秋彩る舞い姿

若柳流日本舞踊の手
てならいこ
習子を踊る佐々木未琴さん（大更小４年）

Mar. 2017
No.261

3

広
報

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市

響けふるさとの鼓動
30周年の節目を祝う
主な内容　ふるさとへの感謝を鼓動にのせて
　　　　　　　　　　　　　　松川一の宮太鼓結成 30 周年記念演奏会　…　2～３㌻
　　　　　「生涯活躍のまち」～八幡平市版ＣＣＲＣの実現に向けて～　…　４～５㌻
　　　　　西根病院改革プランを策定　…　６～７㌻

 な内容　つながり・支え合う地域へ 広がる理解の輪～認知症～　…　2～５㌻

 んなの歌声で　会場がひとつに
【11月3日、第20回記念少年少女の詩江間章子賞音楽祭（関連8㌻）】

 
 のり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

 

報

 ec. 2017

No.270

 2

 
 のり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

 

報

 ar. 2018

No.273

 
 な内容　八幡平から平昌へ／熱冬！はちまんたい　…　2～３㌻

　　　　　めんそーれ沖縄県名護市へ　…　４～５㌻

 張れ　潤志郎！　飛べ　陵侑！　行け　秀昭！

【２月17日、平昌五輪パブリックビューイング（関連２～３㌻）】

Jun. 2014
No.197

６

農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

触れ合って学ぶ看護の心
（５月₁₅日、西根病院「ふれあい看護体験」）

主な内容　　
　出前講座で楽しく学ぼう　…………………………………………　２～３㌻
　春の叙勲・危険従事者叙勲　受章おめでとうございます　……　４㌻

 
 のり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

 

報

 pr. 2018

No.274

 
 な内容　平成30年度施政方針　…　2～５㌻

　　　　　平成30年度一般会計予算　…　６～７㌻

　　　　　平成30年度市職員人事異動　…　10～ 13㌻

 い出いっぱい 元気に卒園
 ３月10日、大更保育園卒園式・23 人が巣立つ】

Feb. 2016
No.237

2

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市

広
報

主な内容
　国体冬季大会スキー競技会に出場する市内出身選手を応援しよう！　……　２～３㌻
　起業志民プロジェクト　ここからはじまる、志ある者たちの挑戦　………　４～７㌻

掛け声合わせ  ぺったんこ
（１月８日、市内４学童保育クラブの正月行事体験）

神奈川県からの移住者で読者
沼田 博子 さん＝寺田＝

平成27、28年度広報担当者
宮城 有沙 さん＝沖縄県名護市＝

八幡平市朗読奉仕 ほおずきの会
瀬川 愛子 会長＝駅前二区＝

「わたし」 と 「広報はちまんたい」
= 読み手・作り手・伝え手から聞く =
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関
と
相
談
者
を
つ
な
ぐ
、大
切
な「
橋

渡
し
役
」を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
見
守
り
や
訪
問
活
動
で

「
お
元
気
で
す
か
。お
変
わ
り
な
い
で

す
か
」の
何
気
な
い
声
掛
け
か
ら
生

ま
れ
る「
人
と
人
と
の
心
の
つ
な
が

り
」を
民
生
委
員・児
童
委
員
は
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
自
ら
足
を
運
び
、
顔
を
合
わ
せ
る

機
会
を
増
や
す
こ
と
、
困
っ
て
い
る

人
に
寄
り
添
い
、
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相

手
に
な
ろ
う
と
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
は
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生

労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る
非
常
勤
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
、
皆
さ
ん
の
福

祉
に
関
わ
る
日
常
生
活
で
の
困
り
ご

と
を
聞
く
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　
地
域
に
は
、
高
齢
者
や
心
身
に
障

が
い
を
持
つ
人
や
そ
の
家
族
、
育
児

に
心
配
や
不
安
が
あ
る
人
、
生
活
が

苦
し
い
世
帯
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
民

生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
支
援
が
必

要
な
人
た
ち
の
相
談
に
耳
を
傾
け
、

適
切
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
行
政
や
相
談
所
な
ど
の
関
係
機

市民生児童委員協議会副会長
兼西根地区会長

田村 市郎 さん

担当行政区＝岡村・山子沢

　平成19年12月から民生委員・
児童委員となり、活動を始めて
今年で13年目です。任期は５期
目になります。以前は農協に勤
めていて、地域の皆さんには大
変お世話になったので、何かお
返しすることができればと思
い、引き受けました。
　地域住民の実態把握のため、
主に高齢者の1人暮らしの家を
定期的に訪問し、悩みや不安、気
になることなどがないか、日常
会話を交えながら聞き出すな
ど、話しやすい雰囲気づくりを
心掛け活動しています。初めの
ころは業務内容もあまり分かり
ませんでしたが、毎月開催して
いる地区ごとの定例会で、情報

地域のつながりを大切にしていきたい 民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
福
祉
の
大
切
な「
橋
渡
し
役
」

Q A＆民生委員・児童委員制度

支えあう 住みよい社会 地域から
子どものことから高齢者のことまで、地域住民に寄り添いながら話を
聞き、見守りしている「民生委員・児童委員」について紹介します。

交換や課題共有し、相談者の問
題解決につながるように努めて
きました。
　それでも、社会の変化と共に、
抱えている生活課題、福祉課題
は、さらに多様化、複雑化し、委
員の負担増加も問題となってき
ています。そんな時代だからこ
そ、改めて地域のつながりを大切
にしていきたいと思っています。
　地道に活動を続けながら、委
員の活動を地域の皆さんに知っ
てもらい、見守りや声掛けなど
に関わってもらう。そうするこ
とで、困っている人が1人で問
題を抱えこみ、社会に取り残さ
れることがない地域を一緒に
なってつくっていきたいです。

interview

相談者
高齢者や障がい者、子どものいる世帯、生
活に困っている世帯、母子・父子世帯など

行政・専門機関
市役所、社会福祉協議会、学
校、保育所、医療機関など

民生委員・児童委員
各地区を担当している民
生委員・児童委員

【イメージ図】

支援
相談

情報提供

連携

Q　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
ど
の
よ
う
に

選
ば
れ
ま
す
か
。

A　

市
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
３
年
に
１

度
、全
国
で
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。
地

域
の
実
情
を
よ
く
知
り
、
福
祉
活
動
に
理

解
と
熱
意
が
あ
る
人
の
中
か
ら
、
自
治
会

な
ど
の
推
薦
で
候
補
者
が
選
ば
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
の
理
解
と
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
そ
の
後
、
市
と
県
の
推
薦

会
の
審
査
を
経
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委

嘱
し
ま
す
。
任
期
は
3
年
で
再
任
も
で
き

ま
す
。

　
現
在
、
市
に
は
１
０
１
人（
５
地
区
で
選

考
中
）の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
い
ま

す
。こ
の
う
ち
７
人
は
子
ど
も
に
関
す
る
相

談
や
支
援
を
中
心
に
行
う
主
任
児
童
委
員

で
す
。

Q　

民
生
委
員
と
児
童
委
員
は
違
う
人
が

委
嘱
さ
れ
る
の
で
す
か
。

A　

民
生
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
れ
ば
、

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
児
童
委
員
も
兼

ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同

じ
人
が
２
つ
の
役
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Q　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
ど
の
よ
う

に
し
て
相
談
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

A　
直
接
会
う
ほ
か
、電
話
な
ど
で
も
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。生
活
に
対
す
る
悩

み
や
不
安
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
の
立
場

に
立
っ
て
相
談
を
受
け
る
こ
と
に
努
め
て

い
ま
す
。

Q　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
問
題
を
解
決

し
て
く
れ
る
人
で
す
か
。

A　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
福
祉
に
関

す
る
地
域
の
身
近
な
相
談
役
で
、援
助
を
必

要
と
し
て
い
る
人
を
適
切
な
専
門
機
関
へ

つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。ケ
ー
ス
に

よ
っ
て
問
題
が
複
雑
だ
っ
た
り
困
難
だ
っ

た
り
す
る
場
合
に
は
、関
係
す
る
機
関
と
連

携
し
、問
題
を
解
決
す
る
支
援
者
の
一
人
と

し
て
見
守
り
な
ど
の
支
援
を
し
ま
す
。

Q　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
報
酬
は
あ
り

ま
す
か
。

A　

活
動
に
必
要
な
交
通
費
や
研
修
費
な

ど
の
経
費
は
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る
た
め
、報
酬

や
給
与
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

Q　

主
任
児
童
委
員
と
は
ど
の
よ
う
な
委

員
で
す
か
。

A　

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
を

専
門
に
担
当
し
、子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
な

が
ら
、
学
校
や
区
域
担
当
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
連
携
し
て
支
援
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
新
生
児
が
い
る
世
帯
に
は
、お
祝
い
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
を
手
作
り
し
、プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
活
動
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

Q　

相
談
し
た
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
か
。

A　
民
生
委
員
法
な
ど
に
基
づ
き
、民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
、
職
務
で
知
り
得
た
情
報

や
内
容
の
守
秘
義
務
が
あ
る
の
で
、必
ず
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
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市役所からのHOT LINE

　

今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
致

し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す

た
め
、
戦
没
者
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
を

支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者　
令
和
２
年
４
月
１
日
時
点

で
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
る
人
が
居
な
い
場
合
で
、
戦
没
者
の
死

亡
当
時
の
遺
族
の
う
ち
、
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
者
１
人

❶
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得

❷
戦
没
者
の
子

戦
没
者
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給

【
資
格
に
異
動
が
あ
る
と
き
】

　

社
会
保
険
な
ど
他
の
健
康
保
険
に
加

入
・
脱
退
し
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に

届
け
出
が
必
要
で
す
。
就
職
や
退
職
で

国
保
税
の
納
税
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す

自
動
的
に
切
り
替
わ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
市
民
課
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
は
済
ん
で
い
ま
す
か
】

　

国
保
税
は
前
年
の
所
得
を
基
に
計
算

す
る
た
め
、
確
定
申
告
な
ど
が
済
ん
で
い

な
い
と
、正
し
い
算
定
が
で
き
な
い
ほ
か
、

軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
た
方
へ
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
事
業
・
給
与
な
ど
の
収
入
が
前

年
よ
り
一
定
割
合
減
少
し
た
世
帯
な
ど

に
対
し
て
国
保
税
の
減
免
を
行
う
予
定

で
す
。
減
免
の
詳
細
に
つ
い
て
は
７
月

号
の
広
報
は
ち
ま
ん
た
い
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

▼
国
保
の
資
格　

市
民
課
国
保
年
金
係（
☎
・
内
線
１
０

７
２
）
▼
国
保
の
税
額　

税
務
課
市
民

税
係（
☎
・
内
線
１
１
２
７
）

　

西
根
病
院
は
８
月
１
日
㈯
、
大
更
駅
東

側
に
移
転
し「
八
幡
平
市
立
病
院
」に
名
称

を
変
え
て
開
院
し
ま
す
。

◎
外
来
診
察
は
８
月
３
日
㈪
か
ら　

■
受
付
時
間　
午
前
８
時
半
か
ら
11
時
半
、

午
後
２
時
か
ら
４
時
半
ま
で（
現
在
の
西
根

病
院
と
同
じ
）

◎
開
院
前
に
新
病
院
を
内
覧
で
き
ま
す

　
八
幡
平
市
立
病
院
の
開
院
に
先
立
っ
て
、

市
民
向
け
内
覧
会
を
開
き
ま
す
。内
覧
の
際

は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
開
催

を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
開
催
日
時　
▼
７
月
18
日
㈯
午
後
１
時

半
か
ら
３
時
ま
で
▼
７
月
19
日
㈰
午
前
10

時
か
ら
11
時
半
、
午
後
１
時
半
か
ら
３
時

ま
で

■
場
所　
八
幡
平
市
立
病
院（
大
更
第
25
地

割
３
２
８
番
地
１
）

◎
飲
料
自
動
販
売
機
の
設
置
者
を
募
集

　
八
幡
平
市
立
病
院
内
に
設
置
す
る
飲
料

自
動
販
売
機
の
設
置
者
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内

「
八
幡
平
市
国
民
健
康
保
険
西
根
病
院
」

ペ
ー
ジ
か
ら
募
集
要
領
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
者
数　
２
者（
清
涼
飲
料
水
自
動
販

「
八
幡
平
市
立
病
院
」が
開
院

❸
戦
没
者
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹（
戦
没
者
の
死
亡
当
時
、生
計
関
係

を
有
す
る
な
ど
の
要
件
に
よ
り
順
番
の
入

れ
替
わ
り
有
り
）

❹
❶
～
❸
以
外
の
戦
没
者
の
三
親
等
内
の

親
族（
戦
没
者
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
す
る
）

■
支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還

の
記
名
国
債

■
請
求
期
限　
５
年
３
月
31
日
㈮

■
請
求
窓
口　
市
役
所
地
域
福
祉
課
ま
た

は
西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
福
祉
総

務
係（
☎
・
内
線
１
１
１
４
）

売
機
、
乳
飲
料
な
ど
自
動
販
売
機
を
各
１

者
１
台
）※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
申
請
期
間　
６
月
15
日
㈪
か
ら
６
月
29

日
㈪
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
西
根
病
院
事
務
局
医

療
係（
☎
76
・
３
１
１
１
）

　
市
は
空
き
店
舗
の
活
用
を
通
じ
て
商
業

の
振
興
と
活
性
化
を
図
り
、
地
域
経
済
の

発
展
に
資
す
る
た
め「
市
創
業
者
支
援
事

業
費
補
助
金
」を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象　
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
事
業

を
営
も
う
と
す
る
個
人
ま
た
は
中
小
企

業
者

■
補
助
対
象
経
費　
空
き
店
舗
の
外
装
、

空
き
店
舗
を
活
用
す
る
創
業
者

営
業
準
備
費
用
を
補
助
し
ま
す

　
市
は
令
和
３
年
度
採
用
予
定
の
市
職
員

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

市
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

初
級
事
務
【
若
干
名
】

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

初
級
建
築
【
1
人
】

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

保
育
士
【
若
干
名
】

保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
両
方

（
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

人
を
含
む
）を
有
し
、
平
成
５
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人

看
護
師
【
若
干
名
】

看
護
師
免
許（
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
）を
有
し
、
昭
和
60

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

■
職
種
、
採
用
予
定
人
数
、
受
験
資
格

■
試
験
日　
９
月
20
日
㈰

■
試
験
会
場　
岩
手
大
学
教
育
学
部
棟

■
申
し
込
み
方
法　
受
験
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送（
必

着
）で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
や

受
験
申
込
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
総
務
課
ま
た
は

西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
か
ら
交
付
を
受

内
装
、
設
備
な
ど
の
工
事
に
要
す
る
経
費

■
補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内（
上
限
50
万
円
）

■
補
助
金
の
交
付
条
件

❶
市
内
で
営
業
し
て
い
る
店
舗
か
ら
空
き

店
舗
へ
移
転
す
る
場
合
は
、
移
転
前
の
店

舗
が
休
業
ま
た
は
廃
業
に
な
ら
な
い

❷
申
請
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
年
度
内
に

着
工
し
完
了
す
る

❸
工
事
の
施
工
業
者
は
、
市
内
に
主
た
る

事
業
所
ま
た
は
本
店
を
有
す
る

❹
営
業
開
始
前
の
改
装
で
あ
る

❺
営
む
事
業
が
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び

業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条

に
規
定
す
る
営
業
で
な
い

❻
事
業
を
営
も
う
と
す
る
空
き
店
舗
に
お

い
て
営
業
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て

２
年
以
上
継
続
し
て
営
業
す
る

■
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課
商
工
労

政
係（
☎・
内
線
１
３
１
６
）

　
市
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
影
響
を
受
け
た
人
や
事
業
者
に

向
け
た
各
種
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
28
日
発
行
の「
広
報
は
ち
ま
ん

た
い
号
外
」で
、支
援
内
容
を
一
覧
に
ま

と
め
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
特
設
サ
イ
ト
」を
開
設
し
、
次

の
❶
～
❹
の
情
報
を
素
早
く
発
信
し
て

い
ま
す
。

❶
市
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

❷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
情
報

❸
給
付
金
・
各
種
支
援
情
報

❹
中
止
・
休
館
情
報

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課
広
報

広
聴
係（
☎
・
内
線
１
２
０
２
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

各
種
支
援
を
発
信
し
て
い
ま
す

　

市
は
市
税
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え

た
財
産
を
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
！
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
公
売
し
ま
す
。
買
い
受
け
を
希

望
す
る
人
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は

Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
！
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ

イ
ト
で
必
要
事
項
を
確
認
の
上
、
公
売
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
見
積
価
格　
４
５
０
０
円（
競
り
売
り
）

■
申
込
期
間　
７
月
３
日
㈮
午
後
１
時
か

ら
20
日
㈪
午
後
11
時
ま
で

■
入
札
期
間　

７
月
28
日
㈫
午
前
１
時

か
ら
30
日
㈭
午
後
11
時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
収
納
係

（
☎・
内
線
１
１
２
９
）

釣
り
ざ
お
の
公
売
を
し
ま
す

け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
８
月
７
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課（
☎
・
内
線

１
２
３
１
）
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市役所からのHOT LINE

　
市
は
独
身
男
女
の
結
婚
を
支
援
す
る
た

め
、
い
き
い
き
岩
手
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー「
ｉ‒

サ
ポ
」の
入
会
登
録
料
の
半
額

を
補
助
し
ま
す
。

　
「
ｉ‒

サ
ポ
」は
、（
公
財
）い
き
い
き
岩
手

支
援
財
団
が
、
県
や
市
、
主
要
団
体
と
連

携
し
て
運
営
。
会
員
登
録
制
に
よ
り
、
１

対
１
の
出
会
い
の
機
会
を
提
供
し
、
理
想

の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者　
次
の
❶
～
❸
の
要
件
を

全
て
満
た
す
人

❶
市
内
に
住
民
登
録
を
し
、
現
に
婚
姻
し

て
い
な
い

❷
申
請
時
点
で「
ｉ‒

サ
ポ
」を
退
会
し
て

い
な
い

❸
市
税
の
滞
納
が
な
い

■
補
助
額　
５
０
０
０
円（
１
回
限
り
）

■
申
請
方
法　
「
ｉ‒

サ
ポ
」に
登
録
後
、
申

請
書
兼
請
求
書
、
入
会
登
録
料
の
領
収
書

の
写
し
、
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な

ど
）の
写
し
を
地
域
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。申
請
書
兼
請
求
書
は
、市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

同
課
窓
口
か
ら
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
入
会
登
録
日
か
ら
３
カ
月

以
内

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
福
祉
総

務
係（
☎
・
内
線
１
１
１
４
）

ⅰｰ

サ
ポ
入
会
登
録
料
の

半
額
を
補
助
し
ま
す

　
市
は
結
婚
に
伴
う
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
新
婚
世
帯
に
対
し
、
新
生
活

に
係
る
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者　
次
の
❶
～
❼
の
要
件
を

全
て
満
た
す
人

❶
令
和
２
年
1
月
1
日
か
ら
３
年
２
月
28

日
㈰
ま
で
の
期
間
に
入
籍
し
た
夫
婦

❷
申
請
時
点
で
、
夫
婦
と
も
市
内
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る

❸
夫
婦
の
合
計
所
得
が
３
４
０
万
円
未
満

（
年
収
に
換
算
す
る
と
約
５
３
０
万
円
）

❹
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
制
度
に
よ
る
家

賃
補
助
を
受
け
て
い
な
い

新
婚
世
帯
に
最
大
30
万
円
支
援

❺
市
税
・
家
賃
の
滞
納
が
な
い

❻
こ
れ
ま
で
に
同
じ
補
助
金
を
受
給
し
て

い
な
い

❼
夫
婦
と
も
婚
姻
日
の
年
齢
が
34
歳
以
下

■
補
助
対
象
期
間　
２
年
1
月
1
日
か
ら

３
年
２
月
28
日
㈰
ま
で

■
補
助
対
象
経
費　
補
助
対
象
期
間
に
要

し
た
次
の
❶
、
❷
の
費
用（
上
限
30
万
円
）

❶
住
宅
取
得
・
住
宅
賃
貸
に
係
る
費
用

❷
引
っ
越
し
に
要
し
た
費
用
で
、引
っ
越
し

業
者
ま
た
は
運
送
業
者
に
支
払
っ
た
費
用

■
申
請
期
限　
３
年
３
月
12
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
福
祉
総

務
係（
☎
・
内
線
１
１
１
４
）

令和２年度まちづくり出前講座は皆さんの「学んでみたい」に応えます！　

　市は日頃行っている業務を地域の皆さんに知っ
ていただくため「まちづくり出前講座」を開講して
います。市政全般をはじめ、健康に関することなど、
幅広いメニューを用意しています。
■申し込み方法　出前講座は、市内に在住、通勤
または通学しているおおむね10人以上の団体であ
れば申し込みできます。講座一覧表の中から希望
の講座を選び、仮予約をした後、会場を決め、受
講希望日の２週間前までに申込書を提出してくだ
さい。その後、日程などを調整します。
■その他　▶出前講座の開催時間は２時間以内で、
開催場所は原則、市内に限ります▶材料費などが
必要な場合は、受講者負担となります▶一覧表に
ないメニューについては、地域振興課に問い合わ

せてください
■新型コロナウイルス感染症対策　市内各団体
は、新型コロナウイルス感染症予防のため、会合や、
集会などを控えています。出前講座についても、開
催時期などを検討の上、今後の状況を考慮しながら
利用してください。なお出前講座の利用については、
当面の間、次の❶～❸の点に注意してください。
❶利用者に県外の人が含まれる場合は利用を自粛
する
❷参加者名簿を作成する
❸申込者により、密閉・密集・密接を避け、十分な
感染予防策を講じる
■問い合わせ先　地域振興課生涯学習係（☎・内
線1143）

No 講座名【所要時間】 担当課 内線番号

1 人口減少問題とこれからの地域づくり【6０分】 企画財政課 12０7

2 みんなで考えよう「農（みのり）と輝（ひかり）の大地のエネルギー」【6０分】 企画財政課 12０7

3 八幡平市の財布【2０分】 企画財政課 12０5

４ 地熱が支える農（みのり）と輝（ひかり）【6０分】 企画財政課 12０7

５ 「生涯活躍のまち」実現に向けて【6０分】 企画財政課 12０7

６ 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～関係人口編～【6０分】 企画財政課 12０7

７ 防災講座【3０分～12０分】 防災安全課 1262

８ 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～地域おこし協力隊編～【4０分】 地域振興課 1147

９ 八幡平市の公共交通政策について【6０分】 地域振興課 1146

1０ みんなが進める男女共同参画【6０分～９０分】 地域振興課 1144

11 気軽にスポーツはじめてみませんか？【6０分～12０分】 地域振興課 1153

12 八幡平市の観光【45分～6０分】 商工観光課 1311

13 ごみを減らそう！分別しよう！【3０分～6０分】 市民課 1０6９

14 国民健康保険の仕組み【3０分～6０分】 市民課 1０72

15 後期高齢者医療の仕組み【3０分～6０分】 市民課 1０72

16 知っておきたい悪質商法～騙
だ ま

されないために、騙されたら～【3０分～6０分】 市民課 1０66

17 自分のからだをチェックしよう【3０分～6０分】 健康福祉課 1０９2

18 いのちの門番「ゲートキーパー」ミニ講座【6０分～９０分】 健康福祉課 1０９1

1９ 高齢者の肺炎球菌ワクチン予防接種について【3０分～6０分】 健康福祉課 1０９4

2０ おじいちゃん、おばあちゃん出番です！～孫の歯を立派に育てましょう～【6０分～９０分】 健康福祉課 11９０

21 知ろう、支えよう、認知症～あなたも今日から認知症サポーター！～【6０分】 健康福祉課 1０88

22 障がい福祉について【3０分～6０分】 地域福祉課 11０8

23 子育て支援について【3０分～6０分】 地域福祉課 11０1

　

市
は
住
宅
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の

確
保
・
向
上
を
図
り
、
震
災
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
各
種
助
成
を
し

て
い
ま
す
。

◎
耐
震
診
断
士
を
派
遣

■
対
象
住
宅　
次
の
❶
～
❸
の
要
件
を
全

て
満
た
す
住
宅

❶
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

戸
建
て
住
宅

❷
在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
木
造
平
屋
建
て

ま
た
は
木
造
２
階
建
て

❸
過
去
に
同
耐
震
診
断
を
受
け
て
い
な
い

■
対
象
者　
　
対
象
住
宅
の
所
有
者

■
診
断
費
用　
無
料

■
募
集
戸
数　
10
戸

◎
耐
震
改
修
工
事
費
の
一
部
を
補
助

■
対
象
住
宅　
前
記
❶
、
❷
の
要
件
を
満

た
す
住
宅

■
対
象
者　
法
人
を
除
く
、
対
象
住
宅
の

所
有
者
で
、
市
税
そ
の
他
市
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

■
対
象
工
事　
耐
震
診
断
の
結
果
、
判
定

値
が
１
・０
未
満（
倒
壊
す
る
可
能
性
あ

り
）と
診
断
さ
れ
た
対
象
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事

■
助
成
額　
耐
震
改
修
工
事
費
の
２
分
の

１
以
内（
上
限
60
万
円
）

■
募
集
戸
数　
１
戸

地
震
に
備
え
て
住
ま
い
の
安
心

住
宅
耐
震
助
成
を
し
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
建
築
係（
☎・

内
線
１
３
０
６
）

　

市
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
、

企
業
、
法
人
お
よ
び
そ
の
他
の
団
体
を

対
象
に
西
根
総
合
支
所
の
物
品（
机
、
椅

子
、
書
棚
な
ど
）を
譲
与
し
ま
す
。

■
譲
与
条
件　

▼
物
品
の
搬
出
お
よ
び

搬
送
は
申
請
者
が
行
う
▼
申
請
者
自
ら

が
使
用
す
る
▼
他
へ
の
転
用
や
転
売
は

し
な
い

■
手
続
き
の
流
れ　
①
受
付（
午
前
８
時

45
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
）②
内
覧
③
搬

出
お
よ
び
物
品
譲
与
申
請
書（
押
印
必

要
）の
提
出

■
搬
出
・
申
請
期
間　
７
月
６
日
㈪
か
ら

17
日
㈮
ま
で（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
西
根
総
合
支
所
地

域
振
興
係（
☎
・
内
線
２
０
０
１
）

西
根
総
合
支
所
の
物
品
を
譲
与
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday
※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。
６月22日〜７月19日

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

７月17日㈮
1０：００～15：００ 市役所本庁舎 市民課

（☎・内線1０66 ）

年金相談（要予約） ７月９日㈭
1０：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０1９-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1０61 ）

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
西根病院（☎76-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）
森整形外科（☎76-2318） 大湯リハビリ病院（☎37-3511）
平舘クリニック（☎74-312０） 小坂町診療所（☎2９-55００）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-2９、盛岡市保健所（☎ ０1９-654-1０8０）

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
あさひ薬局西根中学校前店（☎7０-2311） 黒沢薬局（☎35-32００）※日曜・祝日開局
大更調剤薬局（☎7０-132０） ファーマックスかづの薬局（☎3０-００33）
あさひ薬局（☎75-2227） 日本調剤薬局（☎3０-11９3）
白樺薬局（☎74-3363） 花輪調剤薬局（☎3０-００66）

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

西根病院（☎76-3111）

糖尿病 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器 第2・４水曜日　　　1０：００～
心臓・血管外科 第2・４木曜日　　　午前中
血液 第3水曜日（奇数月）　14：００～
神経 第3木曜日　　　　　14：００～

安代診療所（☎72-3115） 内科 第2・４木曜日　　　午前中
※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回か
ら予約受診になります。
※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い
ます。

市税納期（納期限６月30日）　市県民税（第１期） 市税納期（納期限７月31日）　固定資産税（第２期）、国民健康保険税（第１期）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）

■議会事務局＝市議会６月
定例会・議案審議（予定）

■議会事務局＝市議会６月
定例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会６月
定例会・委員長報告ほか（予
定）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■図書館休館日（図書整理日）

■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■商工観光課＝岩手山山開き　
※主催者のみで安全祈願祭を
実施
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14:50（松尾地区内）
■寺田コミセン＝健康体操教
室　13：30～15：00

■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：40（松尾地区内）
■寺田コミセン＝茶道教室
寺子屋　15：30～16：45

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児・１歳児
健 診【 受 付 】　13：00～13：15

（市役所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～14：40（荒沢地区）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶２歳６カ月
児歯科健診【受付】　9：00～
9：30（市役所多目的ホール
棟）▶１歳６カ月児健診【受
付】　13：00～13：30（市役所多
目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
12：00～14：15（田山地区）

■広報はちまんたい発行日

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■図書館＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■寺田コミセン＝健康体操教
室　13：30～15：00

■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00
■寺田コミセン＝▶幼児映画
会　10：00～10：30（寺田保育
所）▶子ども映画会　15：20～
16：00

■ 図 書 館 ＝ 夏 の 映 画 会　
19：30～20：30

6	

13	

6/22	 23	 24	 26	

29	 7/1	 2	 3	

7	 8	 9	 10	

14	 15	 16	 17	

30	

25	 小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）あさひ薬局西根中
学校前店・（鹿角）ファーマッ
クスかづの薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝ え ほ ん の 会　
14：00～15：00

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）大湯リハビリ病院▶当
番薬局（市内）大更調剤薬局・

（鹿角）日本調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶おはなしのじか
ん①　11：00～11：30▶おはな
しのじかん②　14：30～15：00
▶Tom＆Tam Story Time　
15：00～15：30

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）森整形外科・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）あさひ薬局・（鹿
角）ファーマックスかづの薬
局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝もうすぐパパ
ママ教室【受付】　9：00～9：30

（市役所多目的ホール棟）
■ 図 書 館 ＝ 八 幡 平 短 歌 会　
13：00～15：30

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）小坂町診療所▶当
番薬局（市内）白樺薬局・（鹿
角）花輪調剤薬局

27	 28	

4	 5	

11	 12	

18	 19

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） ０1９-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） ０1９-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） ０1９-647-21９5
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 ９：００、土曜日は13：００（祝日の土曜日は ９：００）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に
支障を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しま
しょう。
※　新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブ
サイトで確認してください。
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的や確実な掲載を希望される場合は、広告枠をご利用ください。

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（４月届け出分）

■人口の動き【４月3０日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世	帯	数
西　　根 15,269（+	７） 6,336（+44）
松　　尾 5,607（－16） 2,426（+３）
安　　代 4,187（－4） 1,819（+３）
合　　計 25,063（－13） 10,581（+50）
男　　性 12,094（－14）
女　　性 12,969（+１）

出生 ８ 死亡 34
転入 115 転出 102

項　　目 4月 １月からの累計

人身事故 4（３） ９（８）
物損事故 21（32） 153（175）
負 傷 者 ５（３） 12（10）
死 者 ２（０） ２（０）
飲酒運転 ０（１） １（１）
火 災 ０（２） ２（4）
救 急 82（97） 429（412）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

看護職に再チャレンジ 
再就業の支援をします

　（公社）県看護協会では、看護職
に再就業を希望する人が無理なく
復職できるように研修会を開きま
す。受講は無料です。
■期日　７月14日㈫から16日㈭
までの３日間
■場所　県看護研修センター（盛
岡市）
■対象者　❶保健師、助産師、看
護師、准看護師の資格を有し、現
在看護業務に従事していない❷県
内在住の未就業者で再就業の意向
がある
■内容　講義、演習を通じて最近
の医療・看護についての知識・技
術の修得の機会を提供
■定員　15人
■申込期限　６月19日㈮
■申し込み・問い合わせ先　同協
会ナースセンター事業部（☎019-
663-5206）

高年齢労働者の安全と 
健康確保に取り組もう

　７月1日から７日までは、全国
安全週間です。「エイジフレンド
リー職場へ！　みんなで改善 リ
スクの低減」をスローガンに、高年
齢労働者が安心して安全に働くこ
とができるように職場環境の改善
に取り組みましょう。
　厚生労働省では、エイジフレン
ドリーガイドラインを策定してい
ます。ガイドラインは、同省ウェ
ブサイトで確認できます。
■問い合わせ先　岩手労働局労
働基準部健康安全課（☎019-604-
3007）

15歳～49歳を対象にした 
就職・転職などの相談会

　もりおか若者サポートステー
ションでは、就職活動をしている
がなかなか決まらない、転職を考
えているなど、就職に関する相談
に応じます。相談は無料です。
■日時　６月30日㈫❶午後1時
半から❷２時半から❸３時半から
※各回1人（組）
■場所　西根地区市民センター
■予約期限　６月26日㈮午後５時
■予約・問い合わせ先　同ステー
ション（☎019-625-8460）

新型コロナに特化した 
生活情報ガイドブック

　総務省の「きくみみ岩手」では、
新型コロナウイルス感染症に関す
る各種生活支援情報などを集めて
ガイドブックを作成しました。希
望者に無償で郵送するほか、ウェ
ブサイトに掲載しています。
■申込先　きくみみ岩手（☎019-
622-3470、ファクス019-624-
1155）
■ウェブサイト　httpｓ://www.
soumu.go.jp/kanku/tohoku/
iwate/iwate.html

　新型コロナウイルス感染症の対応で疲れていませんか。ウイルスは見
えませんし、わからないことが多いため、心にもさまざまな変化が起こ
りやすいと考えられます。
◆感染症流行で生じやすい心の問題
不安　ストレス　恐怖　怒り　興奮　不眠　など
　こうした反応は、決して特別なものではなく、誰にでも起こり得る自
然な反応です。ほとんどの場合は、状況が改善すると自然に収まります
が、感染流行や行動制限が続くと心に疲れがたまり、不調が続きます。
◆心の不調を少しでも防ぐために気を付けること
▶普段の生活リズムを崩さないように、規則正しい生活を送りましょう。
（十分な睡眠、バランスの良い食事、適度な運動、趣味を楽しむ）
▶メールや電話などで親しい人と話し、互いにねぎらい、コミュニケー
ションをとりましょう。
▶正しい情報を取り入れ、不確かな情報に左右されないようにしましょ
う。（国や自治体で紹介している情報を得るのが安全です）
◆心の相談窓口
　相談できる窓口があります。一人で抱え込まずに相談してくだい。

相談窓口 電話番号 相談日時

市健康福祉課
健康推進係

０1９5-74-2266
（直通）

平日午前８時半から午後５時15分
まで（祝日、年末年始を除く）

岩手県県央保健所 ０1９-62９-6574 平日午前９時から午後４時半まで（祝日、年末年始を除く）

新型コロナウイルス感染症と心の健康

個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしております。
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VOL

平 高
L I F E
平高生活を送る生徒を紹介 !

いきいきシルバー
　
今
回
は
、
田
頭
地
区
の
舘
腰
老
人

ク
ラ
ブ（
松
浦
サ
ツ
子
会
長
、
会
員

16
名
）を
紹
介
し
ま
す
。

〇
ク
ラ
ブ
の
特
徴
は
？

　
会
員
同
士
で
生
活
や
活
動
を
支
え

合
う
た
め
、
お
互
い
が
連
絡
を
取
り

や
す
い
よ
う
に
連
絡
網
を
作
り
、
情

報
の
共
有
を
密
に
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
で
体
を
動
か
し
て
い
る
活
発

で
元
気
な
人
が
多
く
在
籍
し
て
い
ま

す
が
、
中
に
は
体
を
動
か
す
の
が
大
変

な
人
も
い
る
の
で
、
活
動
へ
の
参
加
は

個
人
の
自
主
性
に
任
せ
て
い
ま
す
。

〇
ど
ん
な
活
動
を
？

　

年
に
１
度
開
か
れ
る
田
頭
地
区

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
の
優
勝
を
目

指
し
て
、
毎
週
金
曜
日
に
練
習
を
し

て
い
る
ほ
か
、
七
時
雨
憩
の
湯
で
の

入
浴
会
や
東
慈
寺
の
草
取
り
奉
仕
作

業
、桜
を
見
る
会
、料
理
教
室
な
ど
、

運
動
か
ら
教
養
を
深
め
る
も
の
ま
で

幅
広
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
田
頭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
る
高
齢
者
講
座「
曙
大

学
」や
コ
ミ
セ
ン
祭
り
の
準
備
と
運
営

の
手
伝
い
に
参
加
す
る
な
ど
、
他
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
た
つ
な
が
り【
舘
腰
老
人
ク
ラ
ブ
】

活
動
を
通
し
た
つ
な
が
り【
舘
腰
老
人
ク
ラ
ブ
】

健康福祉課高齢福祉係 ☎・内線1084

〇
今
後
の
活
動
は
？

　
外
に
出
る
こ
と
が
楽
し
く
な
る
よ

う
に
、
コ
ミ
セ
ン
や
消
防
、
田
頭
小
の

行
事
な
ど
に
参
加
し
な
が
ら
、
地
域
の

人
た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
を
持
ち
、
刺

激
を
受
け
た
り
、
つ
な
が
り
を
持
っ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動

を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ブ
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、市
内
の
他
の
ク
ラ
ブ
や
市
・

県
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
に

も
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
の
で
、
幅

広
く
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
男
性
会
員
が
1
人
な
の
で
、

増
や
し
て
男
性
同
士
の
つ
な
が
り
も

深
め
た
い
で
す
。

曙大学の高齢者スポーツ講座で屋内
カーリング「カローリング」に挑戦

子育てNEWS
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1106

忘れずに提出しましょう忘れずに提出しましょう

児童手当の現況届児童手当の現況届
　毎年６月は、児童手当の受給者全員が児童手当
現況届を提出する月です。
　対象となる人には、必要書類などを送付してい
ます。まだ書類が届いていない人は、地域福祉課
に問い合わせてください（公務員の人は、勤務先で
手続きをしてください）。
　現況届の提出がない場合は、支給が停止になる
こともありますので、必ず期限内に提出してくだ
さい。
◆提出期限　６月30日㈫必着
◆提出先　地域福祉課、西根・安代各総合支所、
田山支所
◆提出書類　❶児童手当・特例給付現況届（受給
者全員が提出するもの）　❷右表の要件に該当す
る人は、その必要書類を全て❶の書類と一緒に提
出してください。

要件と必要書類
要 件 必 要 書 類

①国民健康保険以外
の保険証の場合

「受給者の健康保険証の写
し」または「年金加入証明
書」

②住民票上、児童と
住所を別にしている
場合

「別居監護の申立書」
※児童が八幡平市外に居住
している場合は、「児童の世
帯全員の住民票（本籍・世帯
主との続柄表示あり）」も必
要

③祖父母など、父母
以外の人が児童を養
育している場合

「児童の生計を維持してい
ることの申立書」

郵送による提出もできます
　郵送で提出する場合は、記入や押印、必要書類の添
付に漏れがないようにしてください。
■送付先　〒028-7397 八幡平市野駄第21地割170番
地　八幡平市役所地域福祉課児童福祉係

◆「グループワーク」で大盛り上がり！
　1年生53人が４月15日、ゲームや協働作業を通
してお互いを知る、恒例の「グループワーク」活動
をしました。
　市内外の複数の中学校の出身者で構成された1
年生は、人数が少ないからといって、入学当初から
すぐに打ち解けられるというものでもありません。
　平高のグループ
ワークでは、立命館
大学で学校臨床心理
学について研究して
いる大谷哲弘教授の
監修の下、教師側が
準備したゲームなど

を繰り返し行うことで、生徒同士の会話が増えて、
交流を深めていきます。
　最初は表情が硬かった生徒たちも、グループワー
クが進むにつれて笑顔が増え、あっという間にお互
いの距離が縮まったようでした。
【生徒の感想】▶相手を知ることでどんな内容の会話
をしたらいいか分かり、声を掛けやすくなった▶た
くさんおしゃべりすることができたし、新しく友達
ができてクラスの一員になれた気がした▶本来の自

小澤優奈さん（1年）と

平高マスコットの平
ひらまる

丸

後出しじゃんけんのゲーム

０３

新入生が仲間づくりに挑戦

平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

分を少しずつ出せるよう
になってうれしかった
【先生のコメント】▶生徒
の緊張感が解け、表情が
穏やかになった▶お互い
を知るきっかけとしては
とてもいい皆で作った絵のタイトルを考え中

★
平
高
に
入
学
し
た
き
っ
か
け

　
平
高
の
一
日
体
験
入
学
に
参
加

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
ど

こ
の
高
校
に
進
学
し
よ
う
か
悩
ん

で
い
ま
し
た
が
、
体
験
入
学
の
学

校
紹
介
の
中
で
生
き
生
き
と
し
た

先
輩
方
の
姿
を
見
て
、
私
も
平
高

で
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
り
た

い
と
思
い
、
受
験
し
ま
し
た
。

★
夢
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と

　
私
は
将
来
、
理
学
療
法
士
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
資
格

を
取
れ
る
学
校
に
進
学
す
る
た

め
、
平
高
で
は
勉
強
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
高
校
の
授
業
の
レ
ベ

ル
に
つ
い
て
い
け
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
自
発
的
に
勉
強
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
今
か
ら

日
々
努
力
し
、
自
分
の
力
に
変
え

て
い
け
る
よ
う
、
周
囲
の
人
と
の

関
わ
り
を
大
切
に
３
年
間
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

★
平
高
で
の
学
校
生
活

　
と
て
も
楽
し
く
、
充
実
し
た
高

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
入

学
し
て
す
ぐ
は
慣
れ
な
い
こ
と

が
多
く
、
不
安
に
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
優
し
く
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
る
先
生
方
や

先
輩
方
の
存
在
が
大
き
な
支
え

に
な
っ
て
い
ま
す
。

平高のグラウンドから見える岩手山と
笑顔の小澤さん
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地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

博物館博物館だよりだより

図書館図書館だよりだより

M U S E U M

L I B R A R Y

博物館　TEL 63-1122

 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

Vol.73雪解けを疫病退散の御利益があると
される妖怪「アマビエ」に見立てて紹介

今月の担当
松本 侑子 さん

Vol.42

安代スピリッツスポーツ少年団

◎結成何年目？きっかけは？
　平成23年に結成し、10年目です。「スポーツを通
じて、子どもたちに心身ともに健やかに成長してほ
しい」という保護者の思いがきっかけで、少年団を
結成しました。
◎活動の内容は？

メンバー15人（５月1日現在）
育成会長：小林 正幸＝曲田横間＝

　例年、学童軟式野球大会などに参加しています
が、新型コロナウイルス感染症の影響で大会の中
止が相次いでいるので、今はランニングや投げ込
みなどの基礎練習を重
点的に行っています。
◎活動の魅力は？
　野球を通じて仲間を
思いやる気持ちや、目標
に向かって努力する大
切さを学べることが魅

力です。
◎活動して感じる効果は？
　大好きな野球をできるという感謝の気持ちが、
自然に仲間や家族への接し方に表れるようになり
ました。また、野球を通じて得た経験が子どもた
ちの自信につながり、はつらつとしています。
◎今後の目標・展開は？
　【５つのC】▶Chance（目の前にあるチャンスを
つかもう）▶Challenge（そのチャンスに挑もう）▶
Change（方法を変えてみよう）▶Champion（そし
て勝とう）▶Communication（そのためには仲間を
信じ、たくさん話そう）をスローガンに掲げ、選手
も保護者も一丸となって県大会1勝を目指します。
◎活動日時・場所は？
　火曜日から金曜日の夕方に安代小で活動してい
ます。一緒に野球をできる仲間を募集しています
ので、興味のある人は気軽に見学に来てください。
■問い合わせ先　監督　斉藤（090-2364-8555）、
事務局　本宮（090-8924-3840）室内での基礎練習の様子

移
住
し
て
来
た
人
や
、
市
で

暮
ら
す
人
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
中
心
に
、
市
の
情
報

を
幅
広
く
市
内
外
に
発
信
し
よ

う
と
ス
タ
ー
ト
し
た
八
幡
平
市

移
住
・
定
住
情
報
サ
イ
ト「
は
ち

ま
ん
た
い
通
信
」は
、
４
月
で
め

で
た
く
１
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
ま

す
ま
す
情
報
発
信
に
力
を
入
れ

て
い
こ
う
と
進
め
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
中
止
と
な
る
イ

ベ
ン
ト
が
多
く
、
記
事
の
内
容

に
頭
を
悩
ま
せ
る
日
が
続
き
ま

し
た
。考え

出
し
た
新
し
い
企
画

が「
82
ミ
ニ
コ
ラ
ム
」。移

住
者
の
視
点
か
ら
、
市
な
ら
で

は
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
は
ち
ま
ん
た
い
通
信（
略
し

て「
は
ち
つ
う
」）に
ち
な
ん
で
、

82
回
紹
介
す
る
こ
と
を
目
標

に
、月
曜
日
か
ら
木
曜
日
の
午
後

５
時
頃
に
発
信
し
て
い
ま
す
が
、

５
月
27
日
現
在
で
10
回
目
と
先

は
長
い
で
す
。「
ば
っ
け
と
は
な

ん
だ
」か
ら
始
ま
り「
セ
ル
ビ
ア

人
に
八
幡
平
ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ
を

紹
介
し
た
ら
不
思
議
な
顔
を
さ

れ
た
」な
ど
の
タ
イ
ト
ル
で
掲
載

し
て
い
て
、コ
ラ
ム
形
式
の
た
め

気
軽
に
読
め
ま
す
。暮
ら
し
て
い

る
と
意
外
と
気
付
か
な
い
小
ネ

タ
な
ど
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す

の
で
、楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
幸

い
で
す
。

ネ
タ
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
気
軽
に
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

ムケの朔日

　全国的に旧暦の６月1日を「ムケの朔
ついたち

日」と呼び、
1年の後半期の初日として祝う風習があります。こ
の日は、歯を丈夫にするために「歯固め」と称して、
煎り餅や干し餅、正月から保存していた鏡餅を食べ
る例が多くみられます。
　この風習の本来の目的は、鏡餅という神聖なもの
を口にして、邪霊や悪霊をはらうためのものであっ
たと考えられています。昔の人々は、疫病や飢

き き ん
饉な

どの悪いことは全て、邪霊や悪霊が原因としていま
した。さまざまな方法で自身や周囲の生活を守ろう
としてきたのです。
　本市の安代地区でも歯固めの風習はありました
が、一風変わっています。正月の鏡餅を「鬼の骨

わらべ
」と

称して家族全員で食べ、食べ終えた後は、鏡餅を包
んでいた藁

わら
ツトを屋根の上に投げます。これは、邪

霊や悪霊に強い鬼を倒し
て食べたことを見せつけ
ることで、悪いことが寄り
付かないようにしたもの
と考えられています。
　西根・松尾地区では歯固
めの風習が見られません
がムケの朔日に「桑の木に
近づくと死ぬ」「人や動物、
ヘビの皮がむける」などの
言い伝えが残っています。
なぜ歯固めの風習がなく、
怖い言い伝えだけが残っているのか理由は定かでは
ありませんが、ムケの朔日が特別な日であったこと
はうかがえます。
　今年のムケの朔日は、７月21日です。風習に親し
んで歯固めをしてみませんか。

藁ツトに包まれた鏡餅
『日本の民俗岩手』から転載

◆図書館でボランティア活動をしませんか
　より快適な環境づくりを目指して、ボランティア
で活動してくれる人を募集しています。
■活動内容　▶本のクリニック（本の修理）　毎月第
３木曜日午前10時から午後３時▶本棚整理　毎週水
曜日午後1時から３時▶お話
室の壁面装飾　不定期（２、３
カ月に1回程度）
　見学もできますので、事前
に問い合わせください。

◎イベントの予定はウェブサイトで確認できます
　新型コロナウイルス感染症対策のた
め、イベントなどの予定を変更する場合
は、図書館ウェブサイトに掲載します。
図書館ウェブサイトhttp://hachi-lib.jp/

赤ずきんちゃんの壁面装飾

　調理の工程が分かるように写真
がたくさん掲載されている、子ど
ものための料理本です。テレビに
出ているシェフが考えた料理を作
ってみよう！

◆新着ピックアップ
『料理はすごい』

著／秋元さくらほか、出版社／柴田書店

　動画配信やカーシェアリングな
ど、さまざまな業界で利用されて
いる定額課金システム「サブスク
リプション」。その仕組みをオール
カラー図表で解説しています。

『60分でわかる !サブスクリプション』
著／リンクアップ、監修／宮崎琢磨、出版社／技術評論社
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２03）

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

みんなが主役

環境・衛生
ワンポイント

　

環
境
企
画
係　

☎
・
内
線
１
０
６
9

　

生
活
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
7
１

市民課

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ

と
を
宣
言
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ

て
い
き
ま
す
が
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
心
掛
け
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

　
ま
ず
は
、
エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
レ

ジ
袋
の
使
用
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、

前
倒
し
で
有
料
化
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
が
、
７
月
1
日
か
ら
原
則
的

に
レ
ジ
袋
が
有
料
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

普
段
何
気
な
く
も
ら
っ
て
い
る
レ
ジ
袋
を

有
料
に
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
本
当
に
必

要
な
の
か
を
考
え
て
も
ら
い
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。

　
近
年
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
や
地

球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
の
深
刻
さ
が
増

し
て
い
ま
す
。
市
で
も
、
２
０
５
０
年
温

レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
開
始

環
境
問
題
解
決
の
第
一
歩

暑
い
季
節
が
や
っ
て
く
る

ひ
と
工
夫
で
快
適
に
生
活

　
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
環
境
省
が
推
奨
す
る
室

内
温
度
は
28
℃
で
す
。
エ
ア
コ
ン
で
体
を

冷
や
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
扇
風
機
な
ど

を
使
っ
て
室
内
の
空
気
を
循
環
さ
せ
た

り
、
う
ち
わ
で
あ
お
い
だ
り
し
て
体
感
温

度
を
下
げ
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の

ほ
か
に
も
次
の
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
で

快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
冷
や
し
た
空
気
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に

ド
ア
や
窓
を
し
っ
か
り
閉
め
る
。

▼
外
出
前
に
は
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
、
室
内

市民課

に
熱
が
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

▼
通
気
性
・
吸
水
性
・
速
乾
性
に
優
れ
た

も
の
を
着
る
。

▼
テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
か
ら
も
熱
が
出
る

の
で
、
使
わ
な
い
家
電
の
電
源
を
切
る
。

▼
エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
の
ま
わ
り
に
物
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
、
直
射
日
光
が
当
た

ら
な
い
よ
う
に
屋
根
を
付
け
る
な
ど
の
工

夫
を
す
る
。

　
暑
く
な
ら
な
い
今
の
う
ち
に
エ
ア
コ
ン

を
点
検
・
掃
除
し
、
快
適
に
夏
を
乗
り
切

る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
は
絶
対
に
ダ
メ

監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　
市
と
市
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会
は
、
毎

年
６
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
不
法
投
棄
監

視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

　
山
林
へ
の
廃
家
電
投
棄
、
ご
み
集
積
所

へ
の
粗
大
ご

み
や
分
別
し

て
い
な
い
ご

み
の
持
ち
込

み
を
発
見
し

た
場
合
は
、警

察
に
通
報
し

て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
正
し
い
分
け
方
と
出
し
方
を
守

り
、
き
れ
い
な
街
に
し
ま
し
ょ
う
。

◀制度の概要
レジ袋有料化ウェブ
サイト（経済産業省）

林道に投棄された洗濯機

テープカットは行わず、規模を縮小して式を実施

山笑うもにぎわい乏しく
八幡平樹海ライン開通式

　松川温泉から見返峠を結ぶ八幡平樹海ライン
（17.1㌔）の開通式は４月24日、松川ゲートで行われ、
11月５日からの通行止めが解除されました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、式を縮
小して実施。県や市、観光協会など関係者約40人が開
通を祝いました。市観光協会の米川次郎会長は「一刻
も早く厳しい状況が収まり、たくさんの観光客が来
てくれることを願う」と思いを込めました。
　今年の雪壁の高さは、最大約8.4㍍で平年並みです。

（左から）渡邊さん、松本さん、吉田（裕）さん、吉田（力）さん

新たな仲間加入で４人に
地域おこし協力隊に吉田裕香さん着任

　地域おこし協力隊の辞令交付式は５月1日、市役
所で行われ、新たに隊員となる吉田裕

ゆ う か

香さんに田村
正彦市長から辞令が交付されました。
　田村市長は「若い人たちの移住に向け、地域おこし
協力隊の仲間や卒業生と連携を深めて活動してほし
い」と激励しました。任期は令和５年３月31日までの
３年間で、移住者目線での情報提供や移住相談のほ
か、移住情報サイトでの情報発信を担当。２児の母
で、自然豊かな環境でのびのび子育てしたいと移住
を決めた吉田さんは「何を求めて移住したいのか、
地元の人はどういう人に来てほしいのか調査しなが
ら、一方向ではなくマッチングを図っていきたい。
まずは子育て世代として、八幡平市の子育て環境の
良さを伝えたい」と決意を示しました。
　２年度の同協力隊は、吉田さんの加入により４人
で活動していきます。吉田さん以外の活動内容は次
の通りです。今後の活動は広報で毎月連載している
「地域おこし協力隊だより」で紹介していきます。
▶渡邊清

きよひろ

大さん、吉田力
ちから

さん＝オリンピックホスト
タウン事業に関する情報の発信、市民との交流イベ
ントの企画など
▶松本侑

ゆ う こ

子さん＝移住希望者向けサイトの運用、移
住者などへの取材や記事作成など
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。
松○マークの記事は、地域おこし協力隊の松本侑子隊員が取材。広報で伝えきれなかった内容は、
同協力隊が運営している移住・定住情報サイト「はちまんたい通信」で紹介しています。 はちまんたい通信

市や学校などへマスクの寄付を多数いただきました。
新型コロナウイルス感染症の影響で、マスクが手に入
りにくい中、温かいご支援に感謝します。 市建設業協同組合から市内介護施

設などにマスク3,０００枚が寄付され
ました（４月22日、市役所）

自らの命守るルール学ぶ
平舘小学校で交通安全教室

左右確認、手を高く上げて渡ります

将来考える貴重な体験
田頭小の６年生対象に建設業体験学習

　市建設業協同組合は４月28日、建設業に興味・関
心を持ってもらおうと、㈱高建工業と㈲工藤管工を
スタッフに田頭小で体験学習を開きました。
　６年生14人がミニバックホーとローラーの運転を
体験。建設機械にじかに触れ、慣れない操作に奮闘
しながらも楽しく学びました。
　千田東

あずま

君は「運転は難しかったけど、慣れるとす
ごく楽しい。ミニバックホーの運転が一番面白かっ
た」と顔をほころばせました。

　平舘小の交通安全教室は４月14日、正しく交通ルー
ルを学び交通事故の発生を防ぐ目的で、岩手警察署八
幡平幹部交番と交通指導員の協力により、同校校庭
と、その周辺道路で開かれました。
　全校児童95人が、交通指導員から特に注意が必要な
ポイントを聞き、校庭に白線で引かれた道路で実技指
導を受けました。その後、1・２年生22人が公道で指
導の成果を実践。自分の目でしっかりと周りを見て安
全を確かめ、手を高く上げて横断歩道を渡りました。

㈱菅文から市社会福祉協議会など
にマスク6,０００枚が寄付されました
（５月1９日、市役所）

㈱Local  Innovatorから市内就労
支援施設などにマスク1,5００枚が寄
付されました（４月23日、市役所）

真剣な表情でミニバックホーを運転

健やか願い桜と揺れる
松川下ノ橋付近にこいのぼりを掲揚

　自然と触れ合う活動を行う平笠自然クラブ（渡辺忠
一会長、会員約30人）は、平笠の松川に架かる下ノ橋付
近にこいのぼり約50匹を掲げました。
　渡辺会長は「地元の自然に親しむきっかけになれば
との思いから、初めて掲揚した。たくさんの人が見に
来てくれて嬉しい」と声を弾ませました。
　４月26日から５月６日の間、松川に新しい憩いを与
えたこいのぼりは同クラブの会員や知人から寄付され
たもの。元気よく泳ぐ姿に見る人の喜ぶ声が響きます。 松川と桜、岩手山を望むロケーションで泳ぐこいのぼり

田村晴代さん（左）と佐々木由美子
さん（左2）が手作りマスク345枚
を寄付（４月2０日、松野保育所）

58年の思い夜空に満開
安比川沿い桜並木をライトアップ

ライトアップは、今年で６回目を迎えました

　畑地区振興協議会は５月５日、赤坂田地区付近の
安比川沿いにある桜並木をライトアップし、通りが
かった人たちの目を喜ばせました。
　桜並木は、地域の人たちの心の憩いの場になれば
と昭和37年に地元の有志で安比観光会を結成し、数
年かけて約200本を植樹したのが始まり。その後、
地元住民による手入れや植樹が続けられ、現在では
同協議会が「さくらの里」を地区の将来像の1つに掲
げ、地域ぐるみで受け継いでいます。

新型コロナウイルス感染症の早期終息も祈願しました

新日本百名山も粛々と
七時雨山で山開き安全祈願

　七時雨山の山開き安全祈願は５月24日、西根寺田
登山口で行われ、市と市観光協会、市山岳協会の代
表者が出席し、入山者の安全などを願いました。
　例年行われている、市山岳協会による登山や山頂
セレモニーは自粛。市内外から訪れる登山者の姿も
なく、静かな山開きとなりました。
　市山岳協会の髙橋時夫会長は「十分な装備の下、マ
ナーを守って、感染症の拡大防止にも配慮しながら
登山を楽しんでほしい」と呼び掛けました。

手作業に込めた優しさ
松尾地区２団体が小学校に手作りマスク贈呈

密接を避け距離を置いて作業（４月27日、北寄木自治会館）

　手芸サークル「まゆみの会」と生け花サークル「あ
ぐりアート」は４月28日、共同で作成した手作りマス
ク250枚を松野小・寄木小・柏台小に贈りました。
　農作業の合間を縫って行われたマスク作りは、生
地を会員から募り、裁断から包装まで密集を避ける
ために５人で実施。作業する場所や人、完成品の消
毒にも気を配りながら「外出を控えなければならな
い連休中に親子でマスク作りに挑戦してほしい」と
思いを込めて、マスクの型紙も封入しました。
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集
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▽
3
0
0
号
企
画
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力

し
て
く
れ
た
ほ
お
ず
き
の
会
に
は
、
た
だ
た

だ
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
記
事
に
は
盛
り

込
め
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
が「
会
員
を
募
集

し
て
い
る
」と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、こ
の
場

を
借
り
て
紹
介
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

毎
年
冬
に
開
催
の「
朗
読
を
楽
し
む
会
」に
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

多○

▽
田
頭
小
の
建
設
業
体
験
学
習
の
取
材
を
し

て
き
ま
し
た
。
建
設
機
械
の
迫
力
に
、
初
め

は
お
っ
か
な
び
っ
く
り
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
で
す
が
、
自
分
で
運
転
し
た
り
、
友
達
の

運
転
を
見
る
う
ち
に
皆
笑
顔
に
。
大
盛
り
上

が
り
で
し
た
。
働
く
乗
り
物
、
カ
ッ
コ
イ
イ

ん
で
す
よ
ね
。「
私
も
乗
っ
て
み
て
も
い
い
で

す
か
」と
言
い
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

吾〇

「
日
本
一
の
安
代
り
ん
ど
う
」が
１
０
０
年
以
上
続
く
よ
う
に

　
市
役
所
花
き
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

で
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
り
ん
ど
う
品
種
を

開
発
し
て
い
る
髙
村
祐
太
郎
さ
ん
が
、

岩
手
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科

博
士
課
程
を
修
了
し
、
同
大
学
生
表

彰
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
全
国
か

ら
研
究
者
が
集
い
、
研
究
成
果
を
発

表
、
論
議
す
る
第
１
３
６
回
講
演
会

日
本
育
種
学
会
で
、
リ
ン
ド
ウ
の
染

色
体
を
効
率
的
に
倍
加
す
る
方
法
を

発
表
し
、
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

　
平
成
28
年
に
同
大
大
学
院
修
士
課

程
を
修
了
し
、
市
役
所
の
職
員
に
。

入
庁
後
も
専
門
分
野
の
知
見
を
深
め

た
い
と
、
勤
め
な
が
ら
博
士
課
程
で

４
年
間
、
リ
ン
ド
ウ
の
育
種
技
術
に

関
す
る
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
。
毎
週

月
曜
日
の
ゼ
ミ
、
平
日
の
夜
と
土
日

に
実
験
や
論
文
の
執
筆
。
仕
事
と
の

両
立
は
難
し
く「
計
画
の
半
分
し
か
実

験
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

研
究
が
リ
ン
ド
ウ
の
育
種
発
展
に
必

要
だ
と
強
く
感
じ
て
い
た
し
、
職
場

や
大
学
院
教
授
、
リ
ン
ド
ウ
生
産
者
、

家
族
な
ど
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
続

け
ら
れ
た
」と
ほ
ほ
笑
む
。

　

安
代
で
生
ま
れ
育
ち
、
小
学
校

の
総
合
学
習
で
リ
ン
ド
ウ
に
興
味
を

持
っ
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
昆
虫
や
植

物
が
好
き
で
、
農
業
に
関
わ
る
仕
事

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
髙
村
さ
ん

に
は「
日
本
一
の
安
代
り
ん
ど
う
」に

貢
献
で
き
る
現
在
の
仕
事
は
魅
力
的

だ
っ
た
。

　
昭
和
47
年
設
立
の
安
代
町
農
協
花

き
園
芸
生
産
部
会（
現
・
J
A
新
い
わ

て
八
幡
平
花
卉
生
産
部
会
）が
、
来
年

50
周
年
を
迎
え
る
。
先
輩
方
の
苦
労

の
末
、
安
代
り
ん
ど
う
は
現
在
日
本

一
の
生
産
量
を
誇
る
。
髙
村
さ
ん
の

目
標
は「
日
本
一
の
安
代
り
ん
ど
う
が

１
０
０
年
以
上
続
い
て
い
く
こ
と
」。

株
持
ち
が
良
く
、
病
害
虫
耐
性
の
あ

る
品
種
の
育
成
と
仏ぶ

っ
か花

以
外
の
新
し

い
需
要
の
開
拓
が
必
要
と
考
え
、
他

機
関
と
の
共
同
研
究
も
積
極
的
に
取

り
入
れ
た
い
と
向
学
心
に
燃
え
る
。

基
本
に
忠
実
に「
現
場
を
よ
く
見
る
こ

と
、
よ
く
学
び
よ
く
考
え
る
こ
と
、

よ
く
手
を
動
か
す
こ
と
」を
心
に
刻

み
、
安
代
り
ん
ど
う
に
情
熱
を
注
ぐ
。
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た
か
む
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・
ゆ
う
た
ろ
う
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岩
手
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

令
和
元
年
度
岩
手
大
学
学
生
表
彰 

奨
励
賞

第
１
３
６
回
講
演
会
日
本
育
種
学
会 

優
秀
発
表
賞

髙
村 

祐
太
郎　
さ
ん

平成３年生まれ。22年に岩手大学農学部に
入学し、卒業後同大大学院に進む。修士２
年、博士４年と農学研究科に在籍し、研究
に打ち込む。大学時代はサイクリング部に
所属も、現在は車が趣味で休日のドライブ
が息抜き。座右の銘は「継続は力なり」。


